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ごあいさつ

琵琶湖博物館は､昨2001年10月に一般公開5周年を迎えることができました｡多くの方々の御協力の賜

物であり､深く感謝しております｡

2001年度には､記念行事を含め､いくつかの事業に取り組むことができました｡その中心は7月から11

月にかけての､『総なまず一魚がむすぶ琵琶湖と田んぼ-』の主題のもとに､自然科学と人文社会学とを

結合した記念企画展示です｡これは幸いにも､オランダのライデンにある国立自然史博物館 ･国立民俗学

博物館の全面的な協力を得ることができ､多くの方々に見て頂きました｡また会期中の10月中旬には､秋

篠宮文仁様をはじめ数人の方を招いて記念シンポジウムを開催し､これにも多くの方々の参加を得ること

ができました｡

また､これに関係 した 『おもしろナマズ大発見-さまざまな姿と習性-』と､『滋賀のカメたち』の水

族企画展示､『鉱物化石展一湖国の大地に夢を掘る』『写真のナゾとき大作戦一子どもによる地域調査』
うみ

『民俗資料 米をっくる道具一春 ･夏編-』『湖の十字路一野洲川平野の弥生 ･古墳時代』などのギャラリー

展示も開きました｡

この年度には､さらにいくつかの関連行事がありました｡5月には琵琶湖博物館が中心になって､日本

動物園水族館協会の総会と協議会を大津で開き､環境の世紀に相応 しい動物園や水族館のありかたなどに

ついて討議を行ないました｡また､11月中旬には1週間あまりにわたって､第 9回世界湖沼会議を開きま

したが､この言わば ｢里帰り会議｣においては､学芸員はもとよりのこと､琵琶湖博物館に関連して進め

られてきた住民 ･市民による多くの報告もなされました｡同時に､これに関連するいくつかの展示も､琵

琶湖博物館や湖沼会議本会場などで行ないました｡

こうした多彩な行事の開催とともに､2001年度は博物館にとって､地道なところでもさまざまな試みを

始めた年でもあります｡例えば､博物館と来館者を結び､いや､来館者が博物館そのものを創っていくも

のとしての ｢はしかけ｣制度が､実質的に始まりました｡また､いわゆる ｢総合教育課程｣を見越 した体

験学習のモデルは､数年前から博物館が主体になって作り始めてきましたが､それを受け継いだ自校指導

型の各学校独自の体験学習の実践も､同様に始まりました｡さらに､学芸員が中心になって ｢連続講座｣

を開催 し､その成果を出版することもできました｡

一方で､開館10年目のリニューアルを目指す基本計画の策定､情報 ･映像機器類の更新､低迷する来館

者対応など､開館数年を経た博物館ならではの課題も抱えています｡こうした博物館内外の懸案事項に柔

軟 ･迅速に対応するため､2002年度からは組織の改編と体制強化も図り始めていますが､真に必要なのは､

このような点に対する地域住民の方々の積極的な御参画です｡

ここに､2001年度の琵琶湖博物館の活動の概要を取りまとめてみました｡忌博のない御意見や御批判を

頂き､皆さんとともに博物館を作り上げて行きたいと考えています｡どうか宜しく御指導 ･御協力をお願

い申し上げます｡

2002年 7月 1日
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滋賀県立琵琶湖博物館

館 長 川那部 浩哉
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Ⅰ 博 物 館 活 動 の 概 要

1 研究 ･調査活動

琵琶湖博物館の事業は､研究事業､交流サービス事業､情報事業､資料整備事業､展示事業という五

つを総合的に行ないながら､その中でも研究活動が全ての博物館活動の基礎となる｡すなわち､研究の

成果の発信として､交流､情報､資料､展示が行なわれ､研究の発信が魅力的であれば有るほど､博物

館の他の事業も魅力的なものとなる｡

特に琵琶湖博物館では､｢生命文化複合体｣としての琵琶湖の ｢価値｣を明らかにすることを目標に､

学際的な総合研究やテーマをしぼった共同研究､ならびに個々の学芸職員の資質を高める専門研究に取

り組んできた｡総合研究と共同研究については､研究審査委員会による審査の結果､平成13年度は､以

下の研究課題が実施された｡なお､専門研究については､申請金額の多い研究については申請専門研究

として､研究審査委員会での審査を受けた｡

(1) 科学研究費申請機関への登録

開館以後､働きかけを続けてきた文部科学省科学研究費申請機関-の登録がされることになり､平

成14年度に向けての申請を行なった｡

(2) 総 合 研 究

琵琶湖博物館の理念を実現することに直接に結びついた研究として､総合研究に取り組んだ｡総合

研究のテーマは､次の3件である｡

①博物館資料の収集 ･整理 ･保管と利用に関する研究 (代表 八尋克郎)

②東アジアの中の琵琶湖-コイ科魚類の展開を軸とする一環境史に関する研究 (代表 中島経夫)

③琵琶湖沿岸域の生物群集における生物問相互作用に関する研究 (代表 アンドリュー･ロシター)

(3)共 同 研 究

個別の博物館のテーマにそって､博物館の内外の研究者と共同で行なった｡

①琵琶湖集水域における中世村落確立過程の研究 (代表 橋本道範)

②琵琶湖博物館における ｢-ンズ ･オン｣の効果とその意義 (代表 芦谷美奈子)

③滋賀県における陸産貝類の分布に関する研究 (代表 中井克樹)

④水利形態の詳細復元による地域環境史の総合的把握 (代表者 脇田健一)

⑤滋賀県内の魚類分布調査および琵琶湖博物館収蔵魚類標本の充実 (代表 藤本勝行)

⑥島の動物相の成立過程 (代表 高橋啓一)

⑦ ｢カワウ問題｣解決に向けての生態学的アプローチ (代表 亀田佳代子)

⑧古代湖および海洋における魚類群構造 (代表 アンドリュー･ロシター)
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⑨烏丸半島における自然的環境 ･景観保全に関する研究 (代表 中川元男)

⑲琵琶湖周辺域における過去 1万年間の自然環境と人間環境の変遷 (代表 宮本真二)

⑪東アジアにおける現生 ･化石淡水棲貝類に関する研究 (代表 松田征也)

⑫堅田内湖における魚類の生態に関する研究 (代表 桑村邦彦)

⑬南湖の富栄養化過程に沈水植物が及ぼす影響の解明 (代表 芳賀裕樹)

⑭琵琶湖とその集水域における水生動物の寄生虫相に関する研究 (代表 マーク･グライガ-)

⑮琵琶湖堆積盆地の後期鮮新世約250万年前前後の古環境変化と古植生変化 (代表 百原 新)

⑯琵琶湖の水生植物の種分化と生態分化 (代表 山川千代美)

⑰田んぼにおける大型紙脚類に関する研究 (代表 マーク･グライガ-)

⑬地球物理学的知見および住民参加型手法による琵琶湖地域の気象情報に関する民俗学的研究

(代表 板倉安正)

(4)専 門 研 究

各学芸職員が､自らの専門分野の研究を次のテーマで行なった｡

<申請専門研究>

①房総半島の鮮新統三浦層群を主軸とした本州中央部の鮮新統に挟在する火山灰の広域対比

(里口保文)

②展示評価から博物館評価への展開 (布谷知夫)

③琵琶湖等における外来生物 (とくにブラックバス問題)に関する研究 (中井克樹)

④植生と水質調節 (草加伸吾)

<湖沼研究系>

①琵琶湖における繊毛類と藻類の共生関係について (楠岡 泰)

②魚類生物 (アンドリュー･ロシター)

③滋賀県産淡水貝類の生態学的研究 (松田征也)

④博物館事業における水理学分野の位置付けに関する研究 (戸田 孝)

⑤イバラモのシュート群動態と雌雄異株性に関する研究 (芦谷美奈子)

⑥琵琶湖水系における伝統的資源利用とその変化 (中藤容子)

⑦琵琶湖歴史環境の世界史的評価に関する研究 (牧野久実)

⑧琵琶湖湖水中の溶存有機物､特に腐植酸とタンパク様物質の挙動の解明 (芳賀裕樹)

⑨水域と陸域の相互作用における鳥類の役割に関する研究 (亀田佳代子)

<集水域研究>

(丑大分県安心院盆地から産出した鮮新世の脊椎動物化石 (高橋啓一)

②新生代の大型植物化石の研究 (山川千代美)

③オサムシ上科甲虫の系統分類学的研究および生態学的研究 (八尋克郎)

④歴史的環境保全とまちづくりに関する研究 (牧野厚史)

⑤琵琶湖集水域における付着珪藻の分布について (大塚泰介)

-5-



⑥双題目アシナガバ工科昆虫の系統分類と生物地理 (桝永一宏)

<応用地域研究系>

①ほ場整備事業の環境に関する問題点と今後の事業のあり方の研究 (内藤又一郎)

②日本産ナマズ3種の繁殖生態 (前畑政善)

③近江の歴史の固有性と普遍性に関する考古学的研究 (用田政晴)

④琵琶湖流域に適した水質保全施策に関する研究 (中川元男)

⑤滋賀県に棲息するモクズガこの生態学的研究 (桑村邦彦)

⑥琵琶湖水系におけるビワマスとアマゴの関係 (桑原雅之)

⑦最終間氷期以後における古環境変動の高精度復元 (宮本真一)

⑧滋賀県における里山の保全と利用方法について (長崎泰則)

<博物館学研究系>

①淡水魚類の音響行動について (秋山贋光)

②甲殻類の系統分類学 ･海洋無脊椎動物の寄生虫 ･地下水動物に関する研究 (マーク･グライガー)

(勤琵琶湖関係古文書に関する歴史的評価研究 (橋本道範)

④地域の特性を生かした高校生物教材の研究 (森田光治)

⑤博物館を利用した環境学習の教材作成 (中川 修)

琵琶湖博物館総合研究 ･共同研究審査委員会 委員

秋 道 智 禰 国立民族学博物館民族社会研究部 教授

遠 藤 修 一 滋賀大学教育学部 教授

鳥 越 陪 之 筑波大学社会科学系 教授

原 田 英 司 京都大学名誉教授

横 山 俊 夫 京都大学人文科学研究所 教授

鷺 谷 いづみ 東京大学農学生命科学研究科 教授

河 原 恵 滋賀県教育委員会学校教育課 主査

川那部 浩 哉 滋賀県立琵琶湖博物館 館長

重 野 良 寛 滋賀県立琵琶湖博物館 副館長

(5) 公表された主な研究成果

研究成果については､琵琶湖博物館研究業績第 6号に収録したので､ここでは省略する｡

(6) 研究助成を受けた研究

亀田佳代子

･第 5回 トヨタ先端科学技術研究助成プログラム ｢カワウ問題 におけるIntegrated Ecological

EconomicModeling構築の試み｣､研究代表者

桝永一宏

･財団法人日本科学協会笹川科学助成 ｢環境評価に関わる同定困難な水生双廼目昆虫の図解検索シス
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テムの確立のための研究｣､研究代表者

･藤原ナチュラルヒス トリー振興財団 ｢東アジアにおける海洋性アシナガバ工の種分化 と分散｣､研

究代表者

･岡崎国立共同研究機構基礎生物学研究所 ｢タテ-チ ョウ科群 (アゲハチョウ上科)の系統発生学的

研究｣､研究分担者

牧野久美

･文部科学省科学研究費補助金基礎研究A｢イスラエル国ガラリヤ湖周辺地域の宗教文化に関する総

合研究｣､研究分担者

中島経夫

･奈良県田原本町 ｢田原本町唐古 ･鍵遺跡共同研究｣､研究分担者

用田政晴

･文部科学省科学研究費補助金基礎研究A ｢イスラエル国ガラリヤ湖周辺地域の宗教文化に関す る総

合研究｣､研究分担者

中井克樹

･文部科学省科学研究費創成的基礎研究 (新プロジェク ト)｢地球環境撹乱下における生物多様性の

保全及び生命情報の維持管理に関する総合的基礎研究｣湖沼研究班 (バイカル湖)､研究協力者

(7) 第 4回 琵琶湖博物館研究発表会

開館 5周年記念事業の一環 として実施 した企画展示 ｢総｣のまとめとして､ シンポジウム ｢魚がむ

すぶ琵琶湖 と田んぼ｣を研究発表会として開催 した｡(P46参照)

(8) 研究最前線

琵琶湖博物館では､33名の学芸職員がそれぞれの専門性をいか しなが ら､｢湖と人間｣ についての

研究を行 っている｡開館以来 5年がたち､それぞれの研究やプロジェク トで成果をあげてきた｡そこ

で開館 5周年を記念 して､琵琶湖博物館研究最前線として最新の研究成果を発表する研究紹介展示お

よび連続講座を実施 した｡

研究紹介展示 ｢琵琶湖博物館研究最前線｣

それぞれの学芸職員の最新の研究成果を紹介するパネル展示 コーナーを水族棟 1階通路に設置した｡
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開館 5周年記念連続講座 ｢湖と人間｣琵琶湖博物館研究最前線

博物館の3つの研究領域毎に､前期と後期に分けて以下の講座が開かれた｡参加者は延べ568名で

あった｡

前 期 日程

5月27日 川那部浩哉

高橋 啓一

里口 保文

6月3日 桝永 一宏

中島 経夫

山川千代美

6月10日 宮本 真二

用田 政晴

牧野 久実

6月17日 中藤 容子

橋本 道範

7月 1日 嘉田由紀子

秋山 虞光

戸田 孝

7月8日 布谷 知夫

芦谷美奈子

八尋 克郎

7月15日 中川 修

森田 光治

中島 経夫

後 期 日程

9月9日 芳賀 裕樹

戸田 孝

中川 元男

9月23日 草加 伸吾

長崎 泰則

中島 経夫

琵琶湖の生物と文化の多様性

太古の湖のほとりにいた獣たち

琵琶湖がとらえた過去の火山噴火

DNAから探る東アジアにおけるハエの進化

身近な環境の魚たちのおいたち

植物化石を調べてみたら

最終氷期以降の気候 ･森 ･土地の変化と人類

城郭と港の歴史的関係

琵琶湖の伝統的木造船

漁具 ･漁法から探る水辺の生き物と人々のかかわり

人間は魚とどのようにかかわってきたか 琵琶湖の魚携､一千年の歴史

を振り返る

古写真比較による世界の湖沼 博物館での映像資料利用の試みとして

博物館における映像資料の保存と活用

電子情報ネットワークを利用 した博物館活動

博物館は地域とどのように結びつくか

-ンズオンでひろがる博物館

博物館資料の役割

学校教育と博物館

地域の特色を活かした生物教材の開発

博物館の研究とは

琵琶湖の透明度にまつわる話

湖沼物理現象の感覚的理解を求め

琵琶湖の治水

森林と琵琶湖

樹木の病虫獣害

身近な環境の魚たち

9月30日 マーク･グライガー たんばにおける ｢エビ｣の仲間の分布と幼生

前畑 政善

内藤又一郎

10月7日 一八尋 克郎

ナマズの産卵と水辺エコトーン

琵琶湖周辺の圃場整備と水田環境

昆虫から見た琵琶湖集水域の自然
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秋山 庚光

桑原 雅之

10月14日 大塚 泰介

楠岡 泰

芦谷美奈子

10月21日 亀田佳代子

松田 征也

中井 克樹

11月28日 桑村 邦彦

牧野 厚史

矢野 晋吾

魚の耳と音

ビワマスとサツキマス (アマゴ)

琵琶湖の珪藻とその暮らし

小さくても複雑,織毛虫の生態

琵琶湖の水草の多様性

琵琶湖のカワウがになう役割 湖と森､そして人とのつながり

希少淡水貝類と移入淡水貝類の現状

琵琶湖の外来魚問題

琵琶湖の魚 ･漁 ･食 湖から食卓まで

水と人々の暮らし

湖辺の環境変化と生活の変容

11月4日 アンドリュー･ロシター 世界の古代湖 :タンガニイカ湖

中井 克樹 世界の古代湖 :バイカル湖

嘉田由紀子 世界の湖と人々の暮 らし 世界湖沼会議へのご案内

(9) 特別研究セミナー

第32回 (2001年 5月 9日 (水)) トーマス ･ショルツ (TomasScholz)氏 (チェコ科学アカデミー

寄生虫研究所)｢ラオスにおける生魚食により人に寄生 した二生吸虫について (Fish-borne

TrematodelnfectionsofHumansinLaos)｣

第33回 (2001年11月20日 (火))ペグ･ケアッチ (PegKoetsch)氏 (EducationMatters､ ス ミ

ソニアン国立自然史博物館)｢進化する博物館一博物館と学校のつながりを創る- (Museum-in-

Progress-Construsctingpartnershipbetweenschoolsandmuseums-)｣

第34回 (2002年 1月22日 (火)) リン･D･ディアーキング氏 (ラーニング･イノベーション協会

副ディレクター､『博物館体験』著者)､嘉田由紀子氏 (京都精華大学､琵琶湖博物館研究顧問)

｢博物館体験と人の記憶一人は博物館で何を体験するのか- (MuseumsandMemories-Wh

atdoes'MlユSeum Experience'mean?-｣

(10) 研究セミナー

毎月 1回､研究セミナーを開催 している｡今年度の第 1回は4月であったが､発表順番としては前

年度の続きであったため､昨年度の年報で公表している｡そのため､今年度の年報では､年度の第二

回のセミナーにあたる5月の第二回から記録する｡

第 1回 (2001年 5月18日)

布谷 知夫 ｢博物館資料としての情報 (博物館二次資料について)｣

芳賀 裕樹 ｢滋賀県水試のデータに見る北湖の透明度の80年間の変化｣

井戸本純一 ｢琵琶湖沿岸帯調査にみる貝類相の変化｣

第 2回 (2001年 6月15日)
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矢野 晋吾 ｢農外労働の理論的整理一生業複合論を踏まえて-｣

高橋 啓一 ｢日本と台湾のゾウ化石に関する共同研究｣

中島 経夫 ｢咽頭歯の個体発生から何が言えるか｣

第 3回 (2001年 7月20日)

楠岡 泰 ｢ヨシ付着生物の浄化機能｣

マーク･グライガ- ｢カイエビ類のノープリウス幼生について｣

戸田 孝 ｢博物館のインターネット情報発信の実情から見えること｣

第4回 (2001年 8月17日)

八尋 克郎 ｢琵琶湖集水域および九州から出土 した甲虫化石｣

桝永 一宏 ｢日本産渓流性アシナガバェDiostracus属の生物地理｣

里口 保文 ｢滋賀県伊吹町寺林に分布する山麓堆積物とその年代｣

第 5回 (2001年 9月21日)

亀田佳代子 ｢琵琶湖とその周辺河川におけるカワウの食性比較｣

牧野 厚史 ｢湖辺村落の水利構造と地域環境評価｣

芦谷美奈子 ｢『ヨシ帯』研究の可能性を再考する (文献 レビュー)｣

第 6回 (2001年10月20日)

山川千代美 ｢古琵琶湖層群産のシダ植物化石について｣

牧野 久実 ｢キンネレット湖畔､エン･ゲブ遺跡の調査より｣

用田 政晴 ｢歴史的町並の崩壊過程一線から面へ ･近世城下町彦根の場合-｣

第 7回 (2001年11月9日)

大原 健一 ｢クローンギンブナのはなし｣

桑垣 瑞 ｢砂防ダムは必要か｣

第 8回 (2001年12月21日)

橋本 道範 ｢近江中世村落の歴史的位置一野洲郡兵主郷と安治村を中心として｣

松田 征也 ｢木之本町におけるイシガイ科貝類の保全について｣

中井 克樹 ｢海外にみる外来魚問題｣

第 9回 (2002年 1月18日)

草加 伸吾 ｢森林伐採による硝酸形成と主要イオンの動態｣

中川 元男 ｢琵琶湖の水位管理と湖岸堤｣

桑原 雅之 ｢ミトコンドリアDNAの分析による早期遡上マスの判別｣

第10回 (2002年 2月15日)

前畑 改善 ｢ビワコオオナマズの産卵と環境要因について｣

中川 修 ｢学校と博物館の連携｣

内藤又一郎 ｢村のくらし｣

第11回 (2002年 3月15日)

宮本 真二 ｢遺跡の魚類遺体にみる日本列島主要淡水魚の分布変遷と人為｣
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アンドリュー ･ロシター "AStudyofSomeCichlidFishCommunitiesinLake

Tanganyika"

森田 光治 ｢地域の特性を生かした生物教材の開発一博物館の生態観察池を利用した環境学習｣

第12回 (2002年 4月19日)

秋山 贋光 ｢家族単位の小グループによる地域の自然観察活動の取組みについて

～nets(滋賀の水生生物研究グループ)の活動10年から～｣

中藤 容子 ｢本館に収蔵する琵琶湖の漁獲データについて｣

大塚 泰介 ｢音波探査機を用いた琵琶湖南湖の水草現存量の評価｣

(ll) 特別研究員の受入れ

･辻 彰洋 (文部省特別学術研究員 :滋賀県琵琶湖研究所)

2001年 4月 1日～2002年 3月31日

テーマ :琵琶湖湖岸域における藻類組成の中期的変遷とそのメカニズムについて

･高橋 鉄美 (科学技術振興事業団特別研究員)

2001年 4月 1日～2002年 3月31日

テーマ :アフリカ産カワスズメ科魚類の系統分類学的研究

･大原 健一 (日本学術振興会特別研究員)

2001年 4月 1日～2002年 3月31日

テーマ :DNAを用いたギンブナの進化と多様化に関する研究

(12)海外交流活動

1) 研究に関するEg際交流

･川那部浩哉

2001年 7月4日～7月17日 アイルランド デンマーク 生物多様性調査

2001年 8月25日～9月 1日 マレーシア 国際学全会議出席

･草加 伸吾

2001年 8月22日～8月31日 モンゴル 森林とクスブス湖調査

･用田 政晴

2001年 8月4日～8月24日 イスラエル トルコ 遺跡調査

2001年 9月15日～9月22日 インド 追跡調査

･高橋 啓一

2001年10月15日～10月23日 イタリア 国際会議出席

2001年10月28日～11月7日 中国 資料調査

･アンドリュー ･ロシター

2001年11月29日～12月26日 南アフリカ 陸亀調査

･牧野 久実
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2001年 7月16日～8月24日 イスラエル トルコ 追跡調査

･中井 克樹

2001年 7月4日～7月13日 アメ リカ 国際会議出席

･八尋 克郎

2001年 9月23日～10月2日 フランス ポーラン ド 国際会議出席

･桝永 一宏

2001年 5月14日～5月24日 台湾 昆虫調査

2001年 7月11日～7月20日 韓国 昆虫調査

2) 事業部に関するEg際交流

･布谷 知夫

2001年 7月6日～7月13日 韓国 湖国21世紀記念事業関連用務

･牧野 厚史

2001年12月4日～12月8日 オ ランダ 標本返却

･ア ン ドリュー ･ロシター

2001年 6月20日～6月30日 アメ リカ 世界湖沼会議関連用務
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2 交流 ･サービス活動

博物館の研究や資料収集などの成果をできるだけ多くの利用者に伝え､博物館をうまく有効に利用し

てもらうことで､博物館と利用者との双方向の情報交換と交流を行う場をつくり上げていくため､観察

会 ･見学会や､体験教室､あるいは学校教育との連携のための教育研修の受入などさまざまな活動を実

施 した｡

(1) 観察会 ･見学会等

2001年度は､博物館内や県内とその周辺で行う博物館観察会17件､博物館の舞台裏紹介などの博物

館を見学する会 2件の合計19件の事業を企画した｡本年度は雨天等による行事の中止はなかった (各

事業のタイトルや参加者数については下表参照)｡

博物館が実施した観察会に対する参加者の評判はおおむねよかったが､テーマ ･時期により応募者

の人数に違いがでた｡他方､応募者が集まりすぎて午前と午後の2回に分ける必要があるなど､担当

者の負担の増加が心配な観察会もでてきている｡

博物館観察会 ･見学会

開 催 日 タ イ ト ル 場 所 参加者数(人)

フィールド観察会

5月6日 朽木の春を訪ねよう 朽木村役場駐車場 15

5月12日6月3日6月17日 なまずの産卵観察会 志賀町立図書館駐 242835

<5周年記念企画展 ｢なまず (鮭)｣連動企画> 車場

田んぼのミクロな生き物を調べよう<5周年記念企画展 ｢なまず (絵)｣連動企画>初夏の里山を歩こう 博物館実習室大津市堅田周辺

7月15日 琵琶湖の魚は何を食べているか 博物館実習室 6

7月29日8月4日8月7日 水辺の魚をつかんでみよう<5周年記念企画展 ｢なまず (絵)｣連動企画>遺跡とナマズ<5周年記念企画展 ｢なまず (絵)｣連動企画>回転実験室で水槽実験を ! 大戸川生活実験工房博物館展示室C 212026

8月12日8月19日8月26日 湖辺の水草を調べてみよう<5周年記念企画展 ｢なまず (鮭)｣連動企画>水辺の貝を調べてみよう<5周年記念企画展 ｢なまず (鮫)｣連動企画>ミドリセンチコガネを探しに行こう 烏丸半島周辺博物館実習室栗東町荒張金勝寺 242718

9月24日9月30日 ナマズの料理を食べてみよう<5周年記念企画展 ｢なまず (鮭)｣連動企画>化石採集会 西浅井町菅浦県内 1829
10月14日 菅山寺のブナ林をみる 管山寺 8
11月11日 ビワマスの産卵を観察しよう マキノ町知内百瀬漁協 4
12月16日 琵琶湖のミクロな生き物探検 博物館実習室 8
2月24日 花粉 .火山灰の観察 博物館実習室 8

博物館見学会

1月26日 民俗収蔵庫探検 企画展示宝前 3

3月3日 水族展示の舞台裏 水族展示室 17
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(2) 博物館講座

博物館講座は､学芸員が専門テーマについてわかりやすく解説するものと､特定の分野について専

門的知識や技術を身につけたい方のための講座とにわけられている｡後者は教員やアマチュアの研究

者を対象として実施 している｡2001年度は､博物館講座が開館 5周年記念連続講座として実施された

ため開催 しなかった｡

(3)田んぼ体験教室

博物館の生活実験工房および隣接する水田を利用した､ 1年間 (全10回)の田んぼ体験教室を開催

した｡農作業の体験ばかりでなく､周辺の自然観察､そして田んぼの多面的な機能､そして冬には農

家の仕事や生活も体験できるようプログラムを組んだ｡

田んぼ体験教室開催日および内容 (登録者11家族42名)

第 1回 5月13日 (日) 全体説明と田植え

第 2回 6月24日 (日) 田の草取り

第 3回 7月22日 (日) 虫の話

第 4回 8月19日 (目) かかし作り

第 5回 9月16日 (日) 縄絢い

第 6回 10月 7日 (日) 稲刈り

第 7回 10月28日 (日) 脱穀

第 8回 12月16日 (日) 餅つき

第 9回 1月20日 (日) わら細工

(4)里山体験教室

里山の重要性を見直すため､里山の手入れや暮 らしを実際の活動を通 じて体験する里山体験教室を

下記により開催 した｡四季を通 じて同じ里山で､計 4回の手入れ作業とともに､山菜の試食会や昆虫､

キノコの観察など五感を十分に使った体験活動を行った｡なお､開催地は日野町大字上的月である｡
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里山体験教室開催日および内容 (登録者21家族50名)

里山体験 (春編) 4月30日 (月.振休) ｢春の植物と山菜探 し｣

里山体験 (夏編) 7月29日 (日) ｢虫から見た里山｣

里山体験 (秋編) 10月28日 (日) ｢木の実とキノコ｣

(5)質問コーナ- ･フロアー トーク

当館では､開館当初から､ "学芸員の顔が見える博物館"づくりを目指 している｡その一環として

情報センターの図書室の一角に ｢質問コーナー｣を設置している｡開館日には､学芸職員が日替わり

でここに常駐 し､一般の方々からの質問に回答している｡回答可能な質問には担当学芸職員がその場

で答え､専門的な内容を含む質問については､それぞれの専門学芸職員が回答することになっている｡

また､館長および副館長も､学芸職員にまじって月一回程度､質問コーナーを担当している｡受け付

けた質問の内訳は別表の通り(表番号)｡

なお､当コーナーでは､展示室の混雑が予想される土､日､祝日を除いて､学芸職員が来館者に展

示解説を行う ｢フロアトーク｣を1日1回実施 している｡｢フロアトーク｣を行うのは､当日の質問

コーナーを担当する学芸職員である｡

当コーナーでは､図書室入り口の壁に､質問コーナー担当学芸職員の予定を掲示している｡来館者

に担当学芸職員の専門分野と氏名を示すことにより､できるかぎり専門分野の担当者がいる日に質問

に来てもらえるよう配慮したものである｡この担当学芸職員の予定表は､ホームページにも掲載して

おり､インターネットで閲覧できるようになっている｡

期 間 2001年 4月 1日～2002年 3月31日

総質問数 826件

質問内容 一般的な質問 (総合案内で回答できるようなもの) 238件
専門的な質問 588件

対 応 担当学芸職員が対応 592件
専門学芸職員 (または外部)に依頼 234件

専門的な質問の内容の内訳

生 物 動 物 魚 類 240件 プランク トン 13件
その他の水生動物 87件 動 物 一 般 59件

植 物 陸上植物 31件
水生植物 29件

地 学 69件 図 書 16件

物 理 70件 琵 琶 湖 17件

歴 史 71件 環 境 18件
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(6) 教職員等研修会

2001年度に行われた教員等視察 ･研修は､合計73件 (参加者 :1,586人)であった｡研修では､博

物館の基本理念や展示概要のほか､総合的な学習などにおける学校の博物館の利活用についての解説

も行った｡また､実習室等を使って展示に関わる体験学習も行った0

研 修 会 の 内 容 参加者数 (人 )

4月26日

4月27日

4月27日

4月29日

5月17日

5月23日

5月23日

5月29日

5月31日

6月5日

6月5日

6月6日

6月19日

6月20日

6月21日

6月22日

6月22日

6月22日

7月3日

7月3日

7月11日

7月14日

7月14日

7月25日

7月26日

7月27日

7月27日

7月27日

7月27日

8月7日

8月9日

8月21日

8月22日

8月22日

8月23日

北海道開拓記念館文化振興会視察

エコ草津体験隊推進事業学校担当者研修

総合教育センター職員研修

兵庫県教育委員会視察

滋賀県理科教育研究会総会

大野町文化財保護協会視察

福井県立自然史博物館視察

滋賀県中学校特活部会研修

栃木県今市市総合教育研究所視察

滋賀県中学校理科部会研修

群馬県生涯学習センター視察

福岡県総務部国立博物館対策室視察

石川県能美郡社会教育振興会視察

中部ブロック4県教員視察

観光連盟視察

栗東町教育委員会視察

竜王町社会教育推進員視察

米国ミシガン州バーミンガム市派遣団視察

尼崎市中学校長会視察

茨城県教育委員会視察

熊本市視察

和歌山県川辺町校長会視察

岸和田市教育委員会視察

平野小学校教員研修

名古屋市情報専門学校教職員研修

草津市立常盤小学校研究講師視察

西宮市立中学校社会科教育研究会研修

湖南A地区県立市立高等学校初任者研修

国際青少年育成交流事業

理科教育講座

松本市教育文化センター視察

茨城県生活環境部霞ケ浦対策課視察

栗東町小中学校教育研究会理科部会研修

西宮市立総合教育センター中学校理科教育研修

岐阜市中学校理科教員研修
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8月24日

8月25日

8月28日

8月28日

9月19日

9月19日

9月20日

9月21日

9月25日

9月28日

10月4日

10月5日

10月12日

10月16日

10月17日

10月20日

11月1日

11月1日

11月2日

11月20日

11月22日

11月22日

11月23日

11月27日

11月27日

11月27日

11月30日

12月4日

12月6日

12月12日

2月1日

2月2日

2月8日

2月19日

2月20日

3月8日

3月12日

3月20日

音羽中学校教員研修

大阪教育大学技術教育研究グループ研修

佐賀県立名護屋城博物館視察

草津市教育委員会新任教職員研修

兵庫県立歴史博物館視察

福島県立博物館視察

滋賀県総合教育センター教職経験者研修 Ⅰ

高校理科教育研究会環境教育委員会研修

滋賀県湖北ブロック派遣社会教育主事研修

滋賀県総合教育センター教職経験者研修 Ⅰ

滋賀県総合教育センター教職経験者研修 Ⅰ

滋賀県総合教育センター教職経験者研修 Ⅰ

全国環境学習フェア教員研修

滋賀県小学校理科教育研究会研修

中国湖南農業大学視察

北九州市立自然史博物館視察

今治市河野美術館視察

全国理科教育センター物理部会研修

全国理科教育センター物理部会研修

大阪府中河内地区教育委員会視察

草津市教育委員会研修

米国ポンティアック市教育代表団視察

兵庫県揖龍小中学校教頭会視察

近畿通信高校家庭科教員研修

近畿国立大付属中高理科部会研修

練馬区教育委員会視察

瀬戸内海歴史民俗資料館視察

近畿付属学校理科部会視察

徳島市連合小学校視察

秋田県立博物館視察

韓国初等中等教育教員視察

御所浦町博物館基本構想計画検討委員視察

延岡市立西中学校教員視察

坂田郡教育研究会中学校理科部会研修

宮崎市教育委員会文化振興課視察

京都市教育委員会地域教育専門主事視察

奈良県教育委員会生涯学習課県外研修

国立科学博物館視察

2

0

2

3

2

2

3

7

2

1

0

1

0

0

7

1

0

0

0

0

0

5

1

1

1

5

1

5

5

5

3

0

1

5

5

1

1

2

1

合 計 73件
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(7)博物館体験学習

博物館と学校とが連携を保ちながら活動を進めていくことができるよう､学校のカリキュラムに沿っ

た社会見学-の対応のほか､フローティングスクール､エコ草津､体験学習の受け入れを行った｡特

に､体験学習として下記のような活動を実習室､セミナー室､生活実験工房等を利用して行った｡

校 種 主 な 活 動 内 容

小 学 校 ヨシ笛､化石のレプリカ､水質検査､プランクトン採集と観察､昔のくらし体験､
わら細工､餅つき､魚の採集 (投網)と解剖､昔の水利用学習､魚のうろこ観察､

野外植物観察､タヌキの生態､漁具､員の観察､水草の観察､水鳥の観察､ナマズ

の観察､火山灰の観察､大地のつくり

中 学 校 水質検査､プランクトンの観察と採集､化石のレプリカ､魚の採集 (投網 .釣 り)
と解剖､ヨシ笛､わら細工､水鳥の観察

高等学校 土壌の吸着実験､水質調査､プランクトンの採集と観察､魚の採集と解剖､珪藻化

校 = 種 活動学校数 活動人数 (人)

小 学 校 64 4,067

中 学 校 27 2,682

高 等 学 校 25 1,368

養 聾 盲 学 校 2 16

(8)｢体験学習の日｣の活動

学校週 5日制に対応する事業として､毎月第 2･4週の土曜日に当館を訪れる小 ･中学生を対象に

自然 ･環境 ･歴史 ･民俗への興味や関心を高めるための活動を行った｡

午後 1時半～3時まで｡大変好評で､年間768名の参加者をみた｡

4月14日4月28日 ｢春を感じてみよう｣′′ 2031

5月12日5月26日 ｢琵琶湖のプランクトンを観察しよう｣′′ 2027

6月9日6月23日 ｢投網体験をしてみよう｣′′ 3030

7月14日 ｢標本を作ろう｣(植物) 32

7月28日 〟 (昆虫) 51

9月8日 ｢はしかけさん担当プログラム｣ 30

9月22日 (縄をなおう) 30

10月13日10月27日 ｢ヨシ紙をつくろう｣′′ 4215
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12月8日 ｢鏡もちをつくろう｣ 85

12月22日 ｢しめ縄をつくろう｣ 35

1月12日1月26日 ｢化石に親しもう｣′′ 5637

2月9日2月23日 ｢ワラ細工を作ろう｣′′ 2828

3月9日3月23日 ｢ヨシ笛を作ろう｣′′ 3345

プランク トンを観察しよう

(9)家族を対象とした環境学習プログラム ｢エコスクラム 水の旅｣の活動

県民の環境保全意識の高揚を図り､家庭における実践活動-とっなげていくため､家庭の日に関連

させて､環境セミナー船を利用した体験型学習プログラムを実施し､家庭そろってのエコライフにつ

なげる活動を行った｡

,*}:::T:? 峯1.≡==体験学習の内容 =倣 ,プ=】::Lこきll:.……こ≡ 参加人数(人)

6月17日 ｢初夏の里山を歩こう｣ 35

7月15日 ｢琵琶湖の魚は何を食べているのかな｣ 6

8月19日 ｢水辺の貝を調べてみよう｣ 27

12月16日 ｢ミクロな生き物探険｣ 7

(10) フィール ドレポーター

フィール ドレポーターとは､県内を中心に､身近な自然や生き物､あるいは地域の情報などを定期

的に報告してもらい､得られた情報を博物館の資料として保存 し､展示や交流の中で生かしていくと

ともに､情報を通して博物館とレポーター同士をつなぐ制度である｡この制度は1997年度からスター

トし､2001年度は123名の登録者があった｡

活動としては､博物館とフィールドレポーターが相談 してテーマを決めて年数回行うアンケート型

調査と､身近な情報を自由な形で随時報告してもらう自由型調査を実施 している｡また､アンケート
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型調査の結果を受けて交流会を開催したり､調査に先駆けての勉強会や､合同調査会なども適宜開催

している｡

2001年度は､アンケート型調査としては下記に示 したように､｢私の選んだ21世紀に残 したい湖国

滋賀(わが町)のいろいろ!H と ｢身近な鳥を調べてみよう｣の2回実施した｡また､長期間にわたる

調査として ｢-チマクラブ｣を実施 した｡これは､参加者にヘチマの種を配布し実際に栽培を行いな

がら､観察記録や感じたことなどを随時報告してもらうとともに､最終的にはヘチマたわしの効用を

実感してもらおうとするものであった｡これらの調査で得られた情報は､｢フィール ドレポーター便

り｣としてとりまとめられ､フィール ドレポーター交流会で報告された｡特に､ヘチマクラブでは､

夏の定例会でヘチマの栽培方法の勉強会と併せて試食会を実施し､秋の定例会ではヘチマたわしを実

際に作成 し､ヘチマたわしを使った食器洗いを体験した｡他にも､2000年度に行った ｢ドングリを調

べよう｣の結果を受けて､4月29日 (日)に守山で開催された植樹祭 ｢地球市民の森づくり｣で調査

結果の公表と展示を行った｡また､2001年11月に大津で開催された世界湖沼会議において､フィール

ドレポーター活動の概要を発表し､併せて平野小学校の生徒による外国人参加者に向けたヘチマアン

ケートを実施 した｡このアンケート結果については､フィール ドレポーター便りで公表されているほ

か､平野小学校のホームページの中でも紹介されている｡また､ 自由型調査で報告された内容は､

｢フィール ドレポーター掲示板｣としてまとめられ報告されている｡2001年度は､ 6号の掲示板が発

行された｡これらの活動に関する作業等については､フィール ドレポータースタッフと呼ばれる有志

の方々によって行われている｡

調査および活動実績 (2001年度)

調 査 内 容 実 施 月 ~報告数 (件)

1)私の選んだ21世紀に残したい湖国滋賀(わが町)のいろいろ〝 5.-6 50

2)身近な鳥を調べてみよう ll.-12 313

3)ヘチマクラブ 4-12 随時

4)自由形調査 (フイ-ルドレポ-夕-掲示板) 通年 103

≡≡≡…;…≡喜:.チ-=; 海 動 内 要==;S===〒≡≡≡≡ 実 施 月 回 数

1)フイ-ルドレポ一夕-便りの発行 9.2 2

2)フィールドレポーター掲示板の発行 5.7.8.9.10.12.1.3 8

3)フィール ドレポーター交流会 9.12.3 3

4)植樹祭 4 1

5) ドングリの花観察会 5 1

6)世界湖沼会議発表 ll 1

(ll) 夏休み相談室

子供たちの自然や地域に対する好奇心と､自主的な探求心を養うために､研究テーマの見っけ方か

ら集めた標本の同定まで､夏休みの自由研究の支援を目的として､夏休み相談室を開催した｡2001年

は8月25日(土)､26日(日)の両日実施 した｡
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夏休み相談室分野別相談件数

8月25日 2 1 2 3 8 0 0 0 16

8月26日 4 4 2 7 3 0 0 0 20

(12)｢よみがえれ !写真たち｣(文部科学省委嘱 ｢親 しむ博物館づくり｣事業)

《目 的》

最近､博物館において子どもたちからの質問が急増 している｡自分で調査をした経験がないために､

問題を十分に整理 しないまま専門家に質問し､もらったその答えを書き写すだけで､深まりがない学

習を進めている現状がある｡そこで､本事業では本当の意味の追求 (調査)とはどういうものである

かを博物館と地域との協力の中で体験する機会とし､また博物館の資料収集活動についても考えるきっ

かけとすることを意図して実施 した｡

《事業の概要》

滋賀県各地の地域調査隊 (子ども5名 ･大人 1名)が古い写真を元に､そこに映る風景､人物やも

のなどを自分たちの視点で地域の人々と会話を持ちながら調べていく｡その中でわかった地域の昔の

姿や人々の暮らしの変遷､気づいた不思議なこと､あるいは新しい発見を発表交流会で相互に交流し､

その後､調査の結果や過程をギャラリー展 ｢写真のナゾとき大作戦一子どもによる地域調査-｣で展

示し､最後にアルバムとしてまとめた｡

《参加者状況》

･地域調査 8/6-10/30 140人 (内訳 子ども115人 大人25人)

･発表交流会 11/18 116人 (内訳 子ども68人 大人48人)

･ギ ャラリー展交流会 12/24 32人 (内訳 子ども19人 大人13人)

･ギャラリー展 12/7-1/6 延べ4,309人 (内訳 子ども1,287人 大人3,022人)

交 流 会

(13) ｢はしかけ｣制度

｢はしかけ｣制度は､当館の活動に積極的に関わり､職員と共に館に活動を広げていく意志を持つ

人々の登録制度である｡2000年 8月より登録を開始 し､2001年度末には104名が登録されている｡200
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1年度末現在 6つのグループ (体験学習の日､魚の会､田んぼの生き物調査､里山の会､中世探検隊､

植物の会)がある｡また､新たなグループを ｢はしかけ｣さんが作ることも可能である｡月に1回の

ペースで行事予定などに関するニュースレターが発行され､会員に届けられている｡

はしかけ登録講座の実施日および参加者数

1 7月1日 9

2 11月4日 6

3 3月10日 15

(14)博物館実習 (期間 :2001年 8月 1日 (水)～8月8日 (水) ;ただし8月5日は休日)

国内10大学24名の学生を対象に､琵琶湖博物館の基本理念および活動方針と､それにもとづく交流

サービス､情報､資料整備､展示等の活動について講義 ･実習を行った.特に､交流の場としての博

物館活動を理解 してもらうために､来館者との交流の担い手となる展示交流員体験や､利用者ととも

に常に成長 ･発展するための博物館評価としての来館者反応調査とその分析と発表も行った｡博物館

活動の基本的考え方の理解を確認し､学生と学芸職員との意見交換を行うため､最終日にはディスカ

バリーボックスの企画とその成果発表会を開催した｡実習の日程および内容､参加者内訳は､下に示

したとおりである｡

なお､ 7日間以上の実習が必要な学生 6名に対しては､実習期間を延長して10日間の実習を行った｡

実習の日程および内容

8月 1日 (水) ･全体オリエンテ-シヨン ･博物館の設置理念と概要
･博物館とはなにか? ･館内 .屋外展示案内

8月2日 (木) ･展示の概要説明 ･C展示室見学･デイスカバリ-ル-ム見学

･A.B展示室見学 ･ディスカバ リーボックス企画ガイダンス

8月3日 (金) ･接遇研修･展示交流員体験 ･展示交流員体験

8月4日 (土) ･来館者反応調査 ･来館者反応調査結果まとめ､発表

8月5日 (日) ･休日

8月6日 (月) ･博物館資料概要説明･動物資料について･植物資料について ･民俗資料について･植物資料について

8月 7日 (火) ･交流活動の概要 ･博物館の情報システム･博物館の画像資料･博物館の図書資料
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参加者内訳

所属 人数 所属 人数

滋 賀 県 立 大 学 5 九 州 大 学 1

成 安 造 形 大 学 5 京都外 国語大学 1

京都橘女子大学 4 京 都 府 立 大 学 1

京 都 教 育 大 学 3 神 戸 大 学 1

追手 門学 院大学 2 徳 島 大 学 1

(15)来館者との交流会

来館者の動向を把握するため､お盆期間中 (8月12日 (日)～18日 (土))の観覧時間を午後 7時

まで延長するとともに､｢夕暮れの博物館を楽 しもう｣をテーマに以下の事業を企画 ･実施 した｡

1)｢たそがれコンサー ト～西田幹 と仲間たちジャズライブ～｣

日時 :2001年 8月21日 (日)18:00-

会場 :ア トリウム

出演 :西田幹 (バス トロンボーン)､北沢 りか (フルー ト)､浜川潮 (ピアノ)､

上羽康史 (ベース)

2)魚の楽 しい話 と餌やり

日時 :2001年 8月12日 (日)～18日 (土)18:00-

会場 :水族展示 コーナー

3)お気に入 り展示をさがそう (小学生のみ)

日時 :2001年 8月12日 (日)～18日 (土)17:00-19:00

会場 :図書 ･情報利用室

コンサー ト えさやり

(16) 水族展示の交流

水族展示では水族飼育員が直接来館者に展示生物の説明を行 う水族展示交流を､ トンネル水槽､水

辺の烏たちおよび古代魚の水槽において行った｡ トンネル水槽においては､水族飼育員が水槽に潜水

- 23 -



し､展示交流員と水中マイクを使って会話をしながら､魚の解説や水圧の実験などを行った｡水辺の

鳥たちの水槽では､カイツブリに給餌を行い､潜ってえさをとるようすやそのための体のつくりなど

を解説 した｡古代魚の水槽では､チョウザメやガ-パイク､ヘラチョウザメにえさを与え､それぞれ

のえさの違いやそれにともなう食べ方の違いなどの解説を行った｡2001年度は､ トンネル水槽におい

て10回､水辺の鳥たちの水槽で13回､古代魚の水槽で12回の交流活動を実施 した｡
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3 情 報 活 動

琵琶湖博物館は､コンピュータ技術を活用 し､情報拠点として機能できる基本情報システムの完成を

めざしている｡来館者向け閲覧用図書の整備や映像情報のデジタル化と研究支援を図り､地図情報や文

字情報を合わせた検索や利用ができるよう努めた｡また､通信網を通 じて博物館利用者や類似施設との

ネットワーク化を進めた｡

(1) 館内の情報センター (図書室 ･情報利用室)

図書室と情報利用室を来館者が自由に利用できるように整備 している｡両室は隣接させて互いに往

来できるように設置し､かつ利用案内カウンターを共通にし､更に学芸職員による質問コーナーを設

け利用者の有機的な学習の場としている｡

1)図 書 室

単行本約8,200冊､および雑誌約72タイトルを開架式で閲覧できるようにした｡なお来館者の要望

に応 じて､閉架式資料も利用できるようにしている｡また､コピーサービスを行い､利用の便宜を図っ

ている｡

2)情報利用室

情報端末を利用者自身が操作することにより､常設展示室の体験ソフトのはか､約200タイ トル以

上のビデオライブラリーや博物館の案内を利用できるようにした｡なおシステムは､動画情報､静止

画情報､地図情報､文字情報と多種にわたる情報をデジタル化 して一元的管理を行うことにより､利

用者の側からは､メディアの違いをこえて､同一端末､同一画面からの検索や利用が可能となるよう

なシステムになっている｡

(2)通信網を利用 した館外サービス

来館者や遠隔地の人からの情報の受信や､博物館からの発信､つまり双方向の情報交換を充実する

ために､次の3つのシステムを運用 している｡

1)ファックス ･サービス

各家庭のファックスから電話回線で接続 して操作することにより､展示案内 ･行事案内 ･交通案内

などの情報を受信することができる｡2001年度のアクセス件数は下表のとおりであった｡

ファックス情報提供サービスへのアクセス件数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

総アクセス数 39 34 19 21 42 22 25 18 ll 9 4 26

総アクセス数 :サーバーから情報が取り出された件数

Ej次アクセス数 :｢総アクセス数｣のうち､目次ページへのアクセス件数 (通常､目次ページで目的とする

情報の所在を確認した後､改めてサーバーに接続してその情報を取り出す.)
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2)ホームページ

インターネットを経由して博物館のページに接続することにより､展示案内 ･行事案内 ･交通案内

などの情報を受信 したり､博物館資料の検索を行 ったりすることができる｡また､インターネット･

メールで専門的な内容についての質問を受け付けている｡2001年度のアクセス件数は下表のとおりで

あった｡

インターネッ トページ (静的サーバー)へのアクセス件数

総 ヒット数 328,485427,455410,454445,509578,506432,668461,541406,961302,924413,114377,495378,376

連続アクセス 15,51618,51719,58120,11326,57922,33425,205 22,97219,19923,41722,211 22,198

･総ヒット数 :サーバに対するすべての種類のデータ要求の総数 (但し､博物館内部からの要求は除外)｡

各ページの定義ファイルはもちろん､ページを構成する画像ファイルの要求も含まれる｡

･連続アクセス :同一利用者が概ね1時間以内に再度アクセスしたと思われるものは､合わせて 1件と数え

た場合のアクセス件数 (博物館内部からのアクセスは除外)｡

･表紙アクセス ｢連続アクセス｣のうち､ウェルカムページ (表紙ページ)を経由したアクセス件数

*｢エリア･キャッシュ｣を利用して利用者側の組織内で情報を再利用している場合は､合わせて 1件 しか

計数されない｡

インターネッ トページ (動的サーバー)へのアクセス件数

セッション数 182 203 202 183 302 179 214 239 161 273 198 164

絞込検索回数 362 390 424 394 473 283 431 394 279 558 320 222

セッション:サーバ側が絞込検索を実現するために認識している ｢同一ユーザによる連続した｣アクセスの

集合

*博物館内部からのアクセスは計数していない

[インターネットページで案内 している宛先へのメール受付状況]

全部で365通のメールがあり､情報センター担当者またはメール内容に応 じた学芸職員が回答 した｡

メールの内容は以下甲ようなものであった｡
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専門的内容についての問い合わせ 163

施設利用 .行事についての問い合わせ 44

館に関する情報提供あるいは連絡など 34

リンク許可依頼 .登録依頼など 31

展示内容や館の運営についての意見 .感想など 22

印刷物 .出版物についての依頼 .問い合わせ 16

採用についての問い合わせ 14

個人あてメッセ-ジ 12

施設の運営状況 (入館者数など)についての問い合わせ 10

画像使用の許可依頼など 7

ホームページの内容について意見 .感想など 6

視察および特別な見学についての問い合わせ 4

調査依頼 .撮影依頼など 2

3)電子交流システム (パソコン通信)

各家庭のパソコンを電話回線を通じて博物館のシステムに接続することにより､博物館-の質問や

身のまわりのできごとに関する報告を書き込んだり､他の参加者の質問などに対応 して議論 したりす

ることができる｡1999年より旧来型のパソコン通信からインターネットを経由して接続できるシステ

ムへと移行 した｡

(3)収蔵品データベースの整備

当館では収蔵品(図書､文献､刊行物､地質標本､生物標本､歴史資料､静止画情報､動画情報な

ど)がどのような状態で保管されているのかをデータベースを利用して管理しているとともに､学術

的な情報とあわせて､著作権､利用権など､配付や利用にかかわる情報もあわせて管理している｡情

報センターでは､各データベースを資料整備活動で利用するための環境整備を行うとともに静止画 ･

動画データベースの入力 ･管理を行った｡これまでに魚類標本､魚類電子図鑑､ トンボ電子図鑑をイ

ンターネットで公開した｡

(4) 画像情報システムの整備

実物資料の収集整理と並んで､画像情報の収集整備にも力を入れており､収蔵品の写真や標本採集

地点の写真などとあわせて､写真そのものを収蔵品として扱い､琵琶湖や環境や生活文化の変遷など

を伝える古い写真の収集､入力､管理を行った｡特に､滋賀県在住の故前野隆資氏の写真を中心とし

た ｢昭和写真史｣の整備がほぼ完成し､｢災害､写真でみる生活史｣として一部インターネットで公

開した｡また､水環境の変遷に関する写真では､撮影場所(地図)と写真と文字情報をセットで管理す

るシステムの開発も行い､｢水環境カルテ｣としてインターネットで公開した｡
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(5) 映像資料の貸 し出 し

静止画(写真)資料については､教育 ･文化 ･報道 ･広報 目的の利用について､その貸出を行 ってい

る｡2001年 4月 1日～2002年 3月31日までの利用状況は､110件で内訳は下表のとおりであった｡

4月 1日 山と渓谷社 図鑑用 魚類 1

4月13日 京都大学総合人間学部 雑誌用 寄託 (環境系) 28 デジタル対応

4月18日 ㈱エム.シー.アンド.ど- 雑誌用 魚類 1 フイ ルム

4月19日 アルス-ル編集室 雑誌用 魚臥水生生物､漁携 12 デジタル対応

4月19日 ㈲ユープ リント ノ ンヾフ 魚類 2 Webからダウンロード

4月21日 ㈲河川情報センター 広報誌 魚類 1 デジタル対応

4月21日 水のめぐみ館アクア琵琶 広報誌 環境 1 転載

4月24日 ㈱ ジエイワ-クス TV放送 環境 2 撮影

4月27日 養父町 常設展示 魚類 1 フイルム

5月 1日 ㈱新興出版社啓林館 教科書副読本 魚類 3 Webからダウンロード

5月8日 読売新聞大阪本社科学部 新聞掲載 寄託 (環境系) 1 デジタル対応

5月14日 NHK番組制作局ハイビジョン展開 TV放送 展示CG 1 デジタルダビング

5月21日 水のめぐみ館アクア琵琶 広報誌 魚類 1 フイ ルム

5月26日 日本放送協会 番組制作局 TV放送 魚類 4 フイ ルム

5月29日 滋賀県農政水産部 広報誌 寄託 (環境系) 5 デジタル対応

5月29日 講談社 雑誌 魚類 1 フイルム

5月29日 ㈱農山漁村文化協会 雑誌用 寄託 (環境系) 1 転載

5月29日 大津市立 唐崎小学校 教材用 寄託 (環境系) 1 プ リント

6月8日 明治図書出版㈱ 教科書副読本 環境 5 フイルム

6月8日 滋賀県土木交通部 広報誌 寄託 (環境系) 3 プ リント

6月14日 滋賀県議会事務局 議員セッション用 湖 6 デジタル

6月23日 浜島書店 教科書副読本 魚類 3 フイルム

6月23日 滋賀県農政水産部 広報誌 オリジナルポスター 1 デジタル

7月4日 びわこ銀行 広報誌 オリジナルポスターより魚類 5 転載

7月6日 ㈱ワ-クスコーポレ-シヨン 著作者利用 図録デザイン 撮影

7月11日 滋賀県広報課 広報誌 オリジナルポスター 1 デジタル

7月11日 龍谷大学短期大学部 教材 企画展用ビデオ作品 VHS

7月16日 宿)テラ 世界湖沼会議発表資料 寄託 (環境系) 2 デジタル

7月16日 亀岡市教育委員会 企画展展示.図鋸:ど 魚類 18 プ リント

7月16日 滋賀県琵琶湖環境部 広報資料 魚類 6 転載
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8月8日 滋賀県琵琶湖環境部 湖沼会議パンフレット用 寄託(S境系)､魚類 14 プリント

8月8日 海の中道海洋生態科学館 広報パネル用 魚類など 8 フイ ルム

8月2日 勉誠出版㈱ 書籍用 寄託 (環境系) 1 プリント

8月2日 滋賀県土地改良事業団体連合会 展示解説用 魚類 22 プリント

8月2日 NHK衛星ハイビジョン TV放送 魚類 2 デジタル

8月2日 日本テレビ TV放送 企画展用ビデオ作品 VHS

8月2日 ㈱河川情報センター 広報誌 魚類 30 デジタル

8月2日 国土交通省中国地方整備局 教材用 魚類 4 Webよりダウンロード

8月31日 水資源開発公団 パンフレット用 魚類解説文 2 テキス ト

8月31日 サンライズ印刷㈱ 書籍用 企画展資料 5 デジタル

9月1日 琵琶湖工事事務所 インターネットページ素材用 魚類 1 デジタル

9月7日 湖国21世紀記念事業協会 イベント用 魚類 29 デジタル

9月13日 伽河川情報センター 世界水フォーラムパンフレット用 図版 .魚類 15 デジタル

9月13日 滋賀県琵琶湖環境部 世界湖沼会議展示用 寄託 (環境系) 4 デジタル

9月13日 びわ湖を守る水環境保全県民運動 広報誌用 貝類､湖沼 27 デジタル

9月29日 ㈲河川情報センター 広報誌用 魚類 1 貸出資料の転用

10月6日 守山市立河西公民館 展示用 魚類など一式 環境教育教材

10月6日 守山市立教育研究所 教材用 魚類､企画展 10 デジタル

10月16日 八日市市教育研究所 教科書副読本用 魚類 25 デジタル

10月16日 湖東地域振興局田園整備課 展示解説用 魚類 6 Webよりダウンロード

10月24日 亀岡市役所 展示解説用 魚類 ll 環境教育教材1式として

10月25日 昭和堂 書籍用 寄託 (環境系) 6 デジタル

10月26日 ㈱Lがぎん経済文化センター 広報誌 魚類 2 デジタル

10月26日 国土交通省近畿地方整備局 教材用 魚類など 8 デジタル

10月26日 パシフィックコンサルタンツ㈱大阪本社 パンフレット用 魚類 1 Webよりダウンロード

10月26日 滋賀県土木交通部河港課 パンフレット用 魚類 2 デジタル

10月26日 千丈川 蛍兄の会 文化祭展示用 魚類 7 環境教育教材より

10月29日 サンライズ印刷㈱ 21世紀富治事業印刷物用 寄託(環境系)､魚類､オリジナルポスター 29 デジタル

10月31日 ㈱フォト.オリジナル 教科書副読本用 魚類など 3 フイ ルム

11月1日 滋賀県琵琶湖環境部 湖沼会議ポスター用 魚類 6 デジタル転載

11月6日 八日市市教育研究所 教材用 寄託(昆虫写真) 2 デジタル

11月9日 滋賀県琵琶湖環境部 匡際水環境フォーラムプレゼン用 寄託 (環境系) 2 デジタル

11月9日 全国農業協同組合連合会滋賀県本部 広報誌用 企画展資料 1 デジタル

11月12日 ㈲琵琶湖淀川水質保全機構 湖沼会議展示用 湖沼 9 デジタル
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11月15日 滋賀県広報課 県広報誌用 オリジナルポスター 1 デジタル

11月26日 守山市教育研究所 教材用 魚類 5 デジタル

11月27日 ㈱ エ 卜レ 県広報誌用 鳥類､魚類 12 デジタル

11月27日 東京法令出版㈱ 教科書副読本用 魚類､漁携 3 デジタル

11月28日 三重県環境部 自然環境課 県広報誌用 魚類写真 2 プ リン ト

11月3日 東京書籍㈱ 教師用指導書用 化石 6 デジタル

12月3日 志賀町教育委員会 町史発行用 微生物 デジタル

12月7日 NHK大津放送局 TV放送用 寄託 (環境系) 3 撮影

12月8日 ㈱週刊釣 りサ ンデー 学芸員執筆記事用 魚類 45 デジタル

12月8日 岩波書店 雑誌用 寄託 (環境系) 2 デジタル

12月1日 ㈲オフィスルーチエ 教科書副読本用 魚類 1 デジタル

12月18日 守山市教育研究所 教材用 寄託(S境系)､魚類 5 デジタル

12月18日 ㈱光文社 書籍用 魚類など 46 デジタル

12月18日 守山市教育研究所 教材用 魚類 1 デジタル

12月19日 国土交通省 出雲工事事務所 広報用 魚類 1 デジタル

12月27日 ㈲ ティーボックス ポスター用 漁船 2 デジタル

1月3日 パシフィックコンサルタンツ㈱ 国土交通省内部資料用 魚類 4 デジタル

1月9日 東近江地域振興局建設管理部 計画書用 魚類 17 デジタル

1月14日 うおの会 冊子用 魚類 4 デジタル

1月15日 滋賀県 環境政策課 冊子用 オリジナルポスター､水生昆虫､魚頬 4 デジタル

1月15日 ㈱エム .シー .アンド.ピー 広報用 魚類 3 デジタル

1月18日 佑)ゲイツブス 図鑑用 化石 2 デジタル

1月18日 東京書籍㈱ 教師用指導書用 魚類 6 デジタル

1月22日 湖北地域振興局環境農政部 冊子用 魚類 8 転載

1月22日 朝 日放送報道情報局 報道用 寄託 (環境系) 2 Web上撮影

2月5日 甲賀地域振興局環境農政部 冊子用 魚類 1 デジタル

2月5日 守山市教育研究所 教材用 寄託 (環境系) 3 デジタル

2月6日 京都府企画環境部環境企画課 教材用 魚類など 18 デジタル

2月13日 びわ湖を守る水環境保全県民運動 広報誌用 魚類 ll デジタル

2月15日 豊中市立桜井谷東小学校 教材用 研究報告 1 転載

2月21日 ㈱平凡社 雑誌用 寄託 (環境系) 6 プ リント

2月21日 三推社 FENEK 編集部 雑誌用 魚類 1 デジタル

2月26日 亀岡市役所 冊子用 魚類 1 デジタル

3月1日 ㈱ 日本河川協会 広報誌用 寄託(環境系)､湖写真 3 Webよりダウンロ-ド
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3月5日 長浜み～な編集室 冊子用 寄託 (環境系) 2 流用

3月11日 ㈲滋賀総合研究所 雑誌用 寄託 (環境系) 4 転載

3月13日 財)鹿児島県環境技術協会 図鑑用 魚類 2 デジタル

3月13日 滋賀県環境政策課 Web用 魚類､ オ リジナルポスター､水生昆虫 4 デジタル

3月18日 国土交通省 福山工事事務所 冊子用 魚類 12 デジタル

3月18日 滋賀県立水環境科学館 展示用 魚類 2 デジタル

3月2日 デジタルソリューション㈱ 冊子用 魚類 2 デジタル

(6)資 料 整 備

情報活動との関連が特に密接な図書 ･文献資料および映像資料について､下表のとおり整備 した｡

なお､動画資料の資料数が急増 したのは､これまで仮保管 していた資料の整理を緊急雇用対策事業の

一環として行った成果を反映 したものである｡

図 書 (単位 :冊)

区 分 2001年度実績 累 積 数

購 入 図 書 1,007 19,001

*寄贈提供図書受入数 2,034(2001年度実施)

文 献 (単位 :件)

.ナンじゴ

雑 誌 (単位 :件)

区 分 2001年度実績 合 計

国内 の機 関が発行 す る雑 誌 1,102 1,454

映 像 資 料 (単位 :点)

区 分 2/000年度までの合計 2001年後実績 合 計

動 画 資 料 447 1,116 1,563

静 止 画 資 料 66,962 1,550 68,512

( 合 計 ) 67,409 2,666 70,075

デ ジ タ ル 化 点 数 67,254 912 68,166
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4 資料整備活動

琵琶湖博物館で資料整備の対象としているのは､｢琵琶湖とその集水域および淀川流域｣ およびその

全体的評価にかかわるもの､ならびに博物館のテーマ ｢湖と人間｣に関係する日本､アジア､世界の湖

沼とその周辺地域におよぶものであり､自然､人文､社会科学等にかかわる過去から現在までの実物の

資料､生魚などの水族資料､映像資料､図書資料および博物館業務に必要な資料について収集･整理･保

管および利用を図り､博物館活動の充実に努めている｡

収集は､博物館職員による採集､受贈､受託､交換､購入､製作､提供､参加型調査等によって行わ

れ､収蔵資料は必要なときに速やかに利用できるよう､各資料区分 ごとの体系にしたがって整理 し､長

期間にわたり安全で良好な状態に保てるよう保管 している｡さらに収蔵資料は､保存に影響を与えない

範囲で､展示､閲覧および貸出等に利用 している｡

以下に2001年度の資料整備について項目ごとにまとめた (映像資料､図書資料は除く)｡

(1) 収 蔵 資 料

2001年度末現在の収蔵概数および登録資料数は､分野ごとに下表のとおりとなった｡

なお､登録資料数とは､琵琶湖博物館情報 システムの資料データベースに登録されているものの総

数をいい､収蔵概数とはさまざまな段階の未整理資料の概数である0

【地 学】

1)地 学 標 本

;¥ 表音≡萱≡=≡.;
千

化 石 20,100 16,066 ･登録726件 (大分県安心院産の化石類 (共同研究)等)

岩 石 .鉱 物 4,200 3,158 ･登録215件

堆 積 物 600 21 ･長期保存のための加工

プ レパ ラー ト 400 191 ･登録47件 (冨田コレクション)

【植 物】

1)植 物 標 本

さ く 葉 標 本 141,535 61,410 ･標本配架8,961点･登録点数8,131点･資料目録 ｢植物標本1桑島正二植物標本目録｣刊行

水草樹脂包埋 57 0

菌 類 108 0
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【動 物】

1)動 物 標 本 (液浸標本を除く)

太.:石' ∴担

昆虫乾燥標本 58,100 20,507 ･標本作製3,973点･登録点数7,006点･資料目録 ｢晴蛤研究会コレクション(2)｣刊行

員 類 標 本 9 ,500 0

骨 格 標 本 143 0 ･一覧 リスト作成終了

剥 製 な ど 101 0 ･一覧 リスト作成終了

魚類樹脂包埋 10 10

2)液 浸 標 本

魚類 (液浸以外 も含 む ) 60,089 35,133 ･登録5,905件･ソーティング､ ラベル添付､収納整理･アルコール .ホルマリン液点検･魚類データベース公開中

水 生 昆 虫 27,100 4,977 ･登録4,977件･収納整理作業4,537本･参照標本作成 3本･アルコール液点検 .補充26,200本･ソーティング､同定､ ラベル添付および修正･データづ-ス完成

貝 類 10,500 9,443 ･登録4,955件･ソーティング2,044点･データラベル添付および修正約2500点･収蔵箇所変更作業約5,000点･アルコール液点検 .補充約10,000本

甲 殻 類 な ど 3,835 0 ･新規収蔵770本･同定480本

プ ランク トン 1,500 0 ･標本整理･仮収蔵番号付与

植 物 640 180

両生 .僅虫類 150 0

土壌等調査資料 500 0
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【歴史 ･民俗】

1)考 古 資 料

県内遺 跡 出土 品 1,319 0

ガリラヤ湖関係出土品 3 0

小 計 1,322 0

2)民 俗 資 料

喜=≡~葡 :慧夢≡-≡===lプ瀧~~-ヾ

県内の生活生業用具 6,600 3,970 ･資料写真撮影100点･収集時民具カ-ド整理･新データベースのための資料カード作成5,100点･防錆等保存処理80点･ギャラリー展展示132点

県 内 の木 造船 模 型 22 0

外 国 の 湖 沼 の 船 4 0

(*旧登録データベースによる登録資料数)

3)歴 史 資 料

亡き…覧_..櫛 .諾悠遠:i,聖 萱琵準きき竃薫一 l

古文書.絵図.絵画等 143 0 ･調書作成整理60点

【環 境】

1)環 境 資 料

早 冒≡三9

体験学習用民具 556 0 ･一覧 リストの再作成

展示用生活用具 25 0

水環境調査資料 72 0

展示用製作物 48 0

小 計 701 0

【水 族 資 料】
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【収蔵資料まとめ】

収 蔵 概 数 登録資料数

地 学 25,300 19,436

植 物 141,700 61,410

動 物 172,168 70,250

(内訳 ) 乾 燥 標 本 67,854 20,517

液 浸 標 本 104,314 49,733

歴 史 .民 俗 8,091 3,970

(内訳 ) 考 古 資 料 1,322 0

民 俗 資 料 6,626 3,970

歴 史 資 料 143 0

環 境 701 0

水 族 19,238 -

(2) 新規収集資料

2001年度には以下のとおり資料収集が行われた｡

1)採集資料

館員や研究プロジェクト､フィール ドレポーター､はしかけ制度による収集が以下のとおり行わ

れた｡

【植物】 果実 2点 桑垣 瑞

植物さく葉標本 2点 桑垣 瑞

【動物】 貝類液浸 ･乾燥標本 4点 松田征也

員類液浸標本 49点 松田征也

貝類液浸標本 6点 中井克樹

貝類液浸標本 399点 フィール ドレポーター ｢田んぼの生き物調査｣

甲殻類液浸標本 1点 八尋克郎

昆虫液浸標本 489点 楠岡 泰 (共同研究 ｢屋外｣)

節足動物液浸標本 1点 マーク ･グライガー

ヒル類液浸標本 1点 八尋克郎

無脊椎動物液浸標本 2点 秋山贋光

無脊椎動物液浸標本 233点 楠岡 泰 (共同研究 ｢屋外｣)

無脊椎動物液浸標本 1点 楠岡 泰

無脊椎動物液浸標本 1点 うおの会

寄生虫液浸標本 1点 楠岡 泰
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寄生虫液浸標本 1点 マーク･グライガー

寄生虫液浸標本 1点 中川 修

寄生虫液浸標本 ･寄生虫プレパラート標本 ･貝類液浸標本 ･無脊椎動物液浸標本 ･昆虫液

浸標本 93点 マーク･グライガ- (共同研究 ｢寄生虫｣)

甲殻類液浸標本 1点 TomasScholz(共同研究 ｢寄生虫｣)

甲殻類液浸標本 24点 マーク･グライガ- (共同研究 ｢鯉脚類｣)

甲殻類液浸標本 14点 マーク･グライガー (共同研究 ｢鯉脚類｣)

甲殻類液浸標本 12点 マーク･グライガ-､波速康子 (共同研究 ｢鯉脚類｣)

寄生虫スライド標本 ･液浸標本 19点

マーク･グライガ-､平滞理世 (共同研究 ｢寄生虫｣)

無脊椎動物スライドプレパラート標本 1点 01egA.Timoshkin(総合研究 ｢資料｣)

寄生虫スライド標本 137点 (共同研究 ｢寄生虫｣)

寄生虫プレパラート標本 50点 TomasScholz(共同研究 ｢寄生虫｣)

寄生虫プレパラート標本 35点 TomasScholz(共同研究 ｢寄生虫｣)

寄生虫プレパラート標本 30点 嶋津 武 (共同研究 ｢寄生虫｣)

寄生虫プレパラート標本 ･寄生虫液浸標本 20点 ･17点

マーク･グライガ-､平葎理世 (共同研究 ｢寄生虫｣)

昆虫乾燥標本 1,682点 八尋克郎

昆虫乾燥標本 1点

昆虫乾燥標本 57点

昆虫乾燥標本 132点

昆虫乾燥標本 9点

昆虫乾燥標本 62点

昆虫乾燥標本 2点

昆虫乾燥標本 1点

昆虫乾燥標本 9点

昆虫乾燥標本 1点

昆虫乾燥標本 1点

昆虫乾燥標本 6点

昆虫乾燥標本 2点

魚類液浸標本 21点

マーク･グライガー

桝永一宏

山口幸江

山中裕子

秋山虞光

小森啓二

前畑政善

中井克樹

中西かよ子

長崎泰則

野間絵美子

国分政子

中島経夫

魚類液浸標本 1,991点 うおの会

魚類液浸標本 166点 佐藤智之 ･山田康幸 ･橋本禅 ･岡田 隆 (共同研究 ｢魚類分布｣)

魚類液浸標本 265点 佐藤智之 (共同研究 ｢魚類分布｣)

魚類液浸標本 145点 佐藤智之 ･橋本 禅 (共同研究 ｢魚類分布｣)

魚類液浸標本 45点 佐藤智之 ･森崎博之 (共同研究 ｢魚類分布｣)
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魚類液浸標本 167点 佐藤智之 ･山田康幸 (共同研究 ｢魚類分布｣)

魚類液浸標本 36点 長田智生 (共同研究 ｢魚類分布｣)

魚類液浸標本 19点 橋本 禅 (共同研究 ｢魚類分布｣)

魚類液浸標本 9点 山田康幸 (共同研究 ｢魚類分布｣)

魚類液浸標本 2点 亀田佳代子

魚類液浸標本 320点 松田征也

魚類液浸標本 2点 矢野晋吾

魚類乾燥咽頭歯 53点 亀田佳代子

魚類乾燥咽頭歯 5点 中井克樹

魚類乾燥咽頭歯 140点 中島経夫

魚類乾燥顎骨 1点 亀田佳代子

2)寄贈資料

【民俗】 飾り皿 1点､香合 2点 加藤 庄 (京都市)

【考古】 陶質土器 2点 中条二三四 (栗東市)

【植物】 植物さく葉標本 1,600点 建部満里子 (摂津市)

【動物】 水生昆虫 トビケラ類模式標本 9点 西本浩之 (小牧市)

日本産蝶類標本 465点 桐村信行 (宇治市)

【地学】 鉱物標本 16点 中沢和雄

3)提供資料

【民具】 足踏式揚水車

【環境】 スクモ製の炭団

【植物】 植物さく葉標本

植物さく糞標本

植物さく糞標本

植物さく葉標本

植物さく葉標本

1点 北川 栄 (草津市)

1袋 疋田忠夫 (八日市市)

1点 小西昌子 (草津市)

1点 田村 実 (大阪市立大学理学部附属植物園)

1点 馬場玲子 ((財)琵琶湖淀川水質保全機構)

1点 八尋由佳はか (守山市)

1点 石田志朗 (京都市)

菌類 1点 田辺祥子 (大津市)

果実 1点 田辺祥子 (大津市)

【動物】 貝類液浸 ･乾燥標本 13点 酒井治己 (下関水産大学校)

貝類液浸 ･冷凍標本 4点 布久保吉男 (湖南漁港)

貝類液浸標本

員類液浸標本

貝類液浸標本

貝類液浸標本

貝類液浸標本

貝類乾燥標本

723点 建設技術研究所

4点 出口武洋 (大津市)

1点 中山晴司 (玉津小津漁協)

8点 佐藤智之 (守山市)

1点 本多和夫 (平安神宮)

4点 石橋 亮 ･古丸 明 (三重大学生物資源学科)
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貝類乾燥標本

貝類乾燥標本

甲殻類液浸標本

甲殻類液浸標本

昆虫液浸標本

昆虫液浸標本

2点 津田 真 (大阪市)

14点 堤 孝弘 (上越環境科学センター)

1点 石田未基 (栗東市)

6点 大久保一郎 (岡山市)

19点 石田未基 (栗東市)

9点 上原千春 (夫津市)

昆虫液浸標本 39点 内田臣-はか (愛知工業大学)

昆虫液浸標本 47点 潰口浩之 ･梶谷文崇 (革津市)

プランクトン液浸標本､甲殻類液浸標本 11点

寄生虫液浸標本

寄生虫液浸標本

寄生虫液浸標本

寄生虫液浸標本

寄生虫液浸標本

寄生虫液浸標本

寄生虫液浸標本

SoninkhishigNergui(モンゴル国立大学､モンゴル)

1点 山本好美 (大津市)

1点 石田未基 (栗東市)

1点 川本和代 (安曇川町)

1点 多胡昌彦 (志賀町)

1点 大西 登 (草津市)

1点 田中多恵子 (守山市)

1点 伊藤 茂

甲殻類 ･寄生虫液浸標本 1点 本郷真美 (石部高校)

甲殻類液浸標本

甲殻類液浸標本

甲殻類液浸標本

甲殻類液浸標本

甲殻類液浸標本

甲殻類液浸標本

甲殻類液浸標本

4点 HorstJanz(チュ-ビンゲン大学､ ドイツ)

1点 La-orsriSanoamuang(コンケン大学､タイ)

1点 きしたっお (愛知県岩倉市)

1点 岩山弥生 (愛知県海部郡美和町)

1点 佐田友香 (近江八幡市)

1点 五十嵐聖貴 (北海道環境科学研究センター)

1点 渡遠 直 (香川大学農学部)

甲殻類液浸標本 1点 森 幸一 (甲南町立甲南中学校)

カイメン類の乾燥標本 1点 石田未基 (栗東市)

寄生虫スライド標本 8点 浦部美佐子 (岐阜県羽島郡川島町)

寄生虫スライド標本 8点 浦部美佐子 (岐阜県羽島郡川島町)

昆虫乾燥標本

昆虫乾燥標本

昆虫乾燥標本

昆虫乾燥標本

昆虫乾燥標本

昆虫乾燥標本

昆虫乾燥標本

2点 安井謙介 (草津市)

1点 横山草平 (安曇川町)

3点 加古啓英 (彦根市)

5点 関 慎太郎 (志賀町)

1点 久野紫郎 (多賀町)

1点 甲斐朋子 (草津市)

7点 高橋鉄美 (大津市)

- 3 8 -



昆虫乾燥標本 1点 佐田友香 (近江八幡市)

昆虫乾燥標本 1点 出口武洋 (大津市)

昆虫乾燥標本 4点 松野 実 (甲西町)

昆虫乾燥標本 109点 石田未基 (栗東市)

昆虫乾燥標本 23点 大谷ウイリアム (水口町)

昆虫乾燥標本

昆虫乾燥標本

昆虫乾燥標本

昆虫乾燥標本

昆虫乾燥標本

昆虫乾燥標本

昆虫乾燥標本

昆虫乾燥標本

昆虫乾燥標本

2点 津田国史 (守山市)

163点 藤本勝行 (大津市)

1点 野口比佐江 (夫津市)

9点 柴栄康雄 (大津市)

10点 上原千春 (大津市)

181点 杉野由佳 (守山市)

1点 谷口夏世 (信楽町)

1点 波速康子 (大津市)

1点 武田恵理子 (朽木村)

魚類液浸標本 39点 秋山信彦

魚類液浸標本 2点 石田未基 (栗東市)

魚類液浸標本 1点 遠藤真樹 ･木戸裕子 ･溝口浩之 ･藤本勝行 (大津市)

魚類液浸標本 1点 遠藤真樹 (大津市)

魚類液浸標本 1点 長田芳和 (大阪教育大学)

魚類液浸標本 456点 大原健一 (草津市)

魚類液浸標本 18点 木戸裕子 ･漬口浩之 (草津市)

魚類液浸標本 45点 滋賀県琵琶湖文化館

魚類液浸標本 2点 滋賀県水産試験場

魚類液浸標本 1点 杉村光俊 (高知県中村市)

魚類液浸標本 65点 高橋さち子 (大津市)

魚類液浸標本 153点 高橋鉄美 (大津市)

魚類液浸標本 434点 高橋芳明 (和歌山市)

魚類液浸標本 33点 溝口浩之 (草津市)

魚類液浸標本 255点 福井県立大学

魚類液浸標本 16点 安田智博

魚類液浸標本 59点 安田智博 ･溝口浩之

魚類液浸標本 754点 柳原正英 (東京都)

魚類乾燥咽頭歯 11点 生津恵子 (草津市)

染色骨格標本 93点 高橋さち子 (大津市)

4)購入資料

【地学】 滋賀県産鉱物資料 16点
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長鼻類化石標本 12点

【動物】 El本オサムシ類標本 182点

淡水 ･汽水産貝類標本 一式

外国産イシガイ類標本 一式

【歴史】 伏見宮旧蔵 花園院展記 5巻

愛知川上之手御普請ノ図 1舗

瀬田川自普請組合村絵図 1舗

近江国栗太郡橋本村磯田家文書 1,600点

5)水族繁殖魚類

2001年度主な繁殖魚類

コイ科

ホンモロコ Cnathopogoncaerulescens 400

ヒナモロコ Aphyocypr乙SChinensis 470

カワバ夕モロコ Hemtgrammocypr乙SraSborella 29

モツゴ Pseudorasboraparua 150

ウシモツゴ PseudorasborapuTnirasubsp. 150

イチモンジタナゴ AcheilognathuscyanostLgma 490

タナゴ AcheilognathusTnelanogusteT- 58

カネヒラ AcheilognathusrhoTnbeus 14

アカヒレ夕ビラ Acheilognathustabirasubsp.R 80

ゼニタナゴ Acheilognathustypus 313

カゼ トゲタナゴ Rhodeussinensisatremius 124

ニッポンバラタナゴ RhodeusocellatussTnithi 338

ミヤコタナゴ Tanahiatanago 100

ドジョウ科

ホ トケ ドジョウ Lefuaechigonia 39

メダカ科

メダカ Oryz乙aSlatipes 315

トゲウオ科

ハ リヨ Gasterosteusmicrocephalus 340

ムサシトミヨ PungLtiuspungLtiussubsp. 117

-ゼ科

アオバラヨシノポ リ Rhinogobiussp.BB 510

スズキ科

オヤニラミ CoreapercahawaTnebari 35
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コイ科

ノーザン.ファットヘッドミノウ PiTnePhalesproTnelaspromelas 314

パ ールダニオ Brachydanioalbolineatus 500

メダカ科

ランプリクテイス.タンガニカヌス LampT-ichthystanganicanus 200

カワスズメ科

ジユ リドクロ ミス レガニ JulidochroTnisregani 105

ネオランプロローガス トレ卜ケファルス NeolamprologustT-etOCePhalus 172

ネオランプロローガス オケラータス Neolamprologusocellatus 60

サ ンフィッシュ科

パンプキンシ-ドサンフィッシュ Lepomisgibbosus 21

ロングイヤ-サンフィッシュ Lepomismegalotispeltastes 34

昆虫類

(3)資料の利用

1)資料の貸出

2001年度には､以下のとおり資料の貸出を行った｡

【植物】

植物 さく葉標本 191点 大阪市立 自然史博物館 2001,9.18′-10.31

【地学】

化石標本 38点 エ コ旅 フェス タ (湖 国21世紀記念事業協会) 2001.9.27-10.30

【動物】

魚類樹脂包埋標本 30点 エ コ旅 フェス タ (湖 国21世紀記念事業協会) 2001.9.27.-10.30

トンボ幼虫 .成虫模型 2点 エ コ旅 フェス タ (湖 国21世紀記念事業協会) 2001.9.27-10.30

モ ンゴル産大型紙脚類液浸標本 4点 ChristopherRogers(Jones&Stokes､ アメ リカ) 2002.1.15-7.15

ゴカイ標本 2点 ChrisGlasby(ノーザ ン .テ リトリー博物館アー トギャラリ-､オース トラリア) 2002.2.7～8.7
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【歴史 .民俗】

鯉のレプリカ 2点 西掘柴三郎記念探検の殿堂 2001.9.1-ll.26

料理 レプリカ 14点 食の祭典 (県農政課) 2001.10.24-10.30

紙本着色 大日本国図犀風 6曲1隻 滋賀県立近代美術館 2001.10.24-ll.30

【水族】

2)資料の譲与

2001年度には､以下の通り資料の譲与を行った｡

【水族】 ヒナモロコはか水族資料 40尾 越前松島水族館

グッピーほか水族資料 100尾 あやめ池遊園地

カワムツほか水族資料 12尾 松井 章 (奈良文化財研究所)

ワタカ 20尾 虹の森公園おさかな館

-リヨ 30尾 宮津エネルギー研究所水族館

ヒナモロコ40尾 大原健一

カネヒラ 50尾 水産総合研究センター養殖研究所

アオバラヨシノポリ 20尾 千歳サケのふるさと館

【動物】 ゴカイ標本 1点 ChrisGlasby (ノーザン･テリトリー博物館アートギャラリー､オー

ストラリア)

3)特別観覧許可

2001年度には､以下のとおり特別観覧の許可を行った｡

･C展示室 淡水魚類､昭和30年代の富江家､水環境カルテなど､B展示室 漁具 (オオギ ･モン

ドリなど) 撮影 農山漁村文化協会

(4)煉 蒸

資料に付着する害虫 (成虫 ･卵 ･桶)および徴等､資料の保存上､有害な生物の殺虫防除を目的に､

収蔵庫煉蒸および煩蒸庫煉蒸を以下のとおり行った｡

･収蔵庫煉蒸

実施日 2001年 9月2-6日

対 象 植物収蔵庫､民俗収蔵庫 1･2､環境収蔵庫､考古収蔵庫

･燥蒸庫煉蒸

実施日 2001年 6月25-27日､11月12-14日､2002年 3月5-7日､3月8-10日

対 象 植物さく葉標本､民俗資料､昆虫乾燥標本､貝類標本､鳥類剥製など

･小型煉蒸庫煉蒸

実施日 2001年12月11-14日､2002年 3月26-29日

対 象 植物さく葉標本など
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(5) 資料評価委員

博物館として重要な資料の購入や受贈にあたって､博物館資料としての学術的評価と価格評価を行

うため､あらかじめ選定 しておいた33名からなる資料評価者名簿をもとにしながら資料評価委員を選

任 し､資料評価を依頼 している｡
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5 展 示 活 動

2001年度は､下記の企画展示､水族企画展示､ギャラリー展示､ トピックス展示を開催した｡

(1) 企 画 展 示

2001年度は､当館の開館5周年にあたるため､企画展示プロジェクトチームを組織 し､5周年記念

企画展示 (第 9回企画展示)｢総一魚がむすぶ琵琶湖と田んぼ-｣､およびシンポジウム ｢魚がむすぶ

琵琶湖と田んぼ｣を開催した｡

5周年記念企画展 (第9回企画展)｢絵-魚がむすぷ琵琶湖と田んぼ-｣

会期 :2000年 7月20日 (金 :祝)～11月25日 (日)(開館日数109日)

場所 :滋賀県立琵琶湖博物館 企画展示室

観覧料 :大人900円 (700円)､大学 ･高校生700円 (550円)､小 ･中学生450円 (350円)

( )内は20名以上の団体料金 ただし､常設展示観覧を含む

総観覧者数 :合計46,995人 (最大入場者 :1,102人8月15日)

展示内容 :

ナマズの仲間(ナマズ冒魚類)は世界に2000種以上が生息し､淡水域で最も繁栄しているグル-プ

であり､古くから人々の注目を集めてきた｡例えば､世界的にみて古くはエジプ ト第 5代王朝の高

僧アクティへチップの墓石に ｢サカサナマズ｣が刻まれ､中国前漢期の馬王堆第 1号漢墓の彩色絹

絵に ｢ナマズ｣が登場する｡一方､日本でも各地の縄文遺跡から ｢ナマズ｣の骨が発掘されている

し､室町期の"瓢鮎図"では禅問答の対象として､また江戸期の"総桧"には風刺画の主役として登

場する｡また､我が国では ｢ナマズ｣と言えば､必ずと言っていいほどに ｢地震｣との関連が取沙

汰されるようである｡

本展では､このように古くから人々の関心を集めてきた ｢ナマズ｣が持つ不思議な力を解きほぐ

しつつ､知られているようで案外知られていないナマズ類の分布､生態､形態について琵琶湖にす

むナマズ科魚類3種に焦点をあてて解説する｡また､併せて過去30-40年間における琵琶湖の水辺

移行帯 (水辺エコトーン)の急激な変貌がナマズを含めた多くの魚類のみならず､湖辺にすむ住氏

の生活や文化に与えた影響についても紹介した｡

展示は以下の3部から構成される｡

第 1部 :人が見たナマズ (絵のイメージ)

主な展示資料 :捻絵各種(江戸期)と総桧紙芝居､古書 (湖中産物図証､湖魚考､近江水産図譜な

ど)､瓢鮎図 (写真複製)､大津絵､絵の飾り皿､地層の剥ぎ取り標本､絵の北進

など

第 2部 :生き物としてのナマズー水と陸を往復する魚- (鮫の生態)

主な展示資料 :世界最古のナマズ科化石､日本産ナマズ2種の産卵(VTR映像)､ アフリカ ･マ

ラウイ湖の子育てナマズ (VTR映像)､古琵琶湖層出土のビワコオオナマズ化石､

FaunaJaponica(復刻版)､シーボルトが持ち帰ったナマズ標本､ ビワコオオナ
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マズ大型模型､ナマズ類産卵生態剥製､ナマズ類骨格標本､世界のナマズ類の分

布図､ナマズ類の系統図など

第 3部 :水辺移行帯(ェコトーン)の変貌

主な展示資料 :水辺移行帯で使用される漁具 (日本 ･韓Eg･中Eg)､水田地帯の魚類(液浸標本)､

水路にやってくる魚類 (剥製)､蛤祭､泥鱈祭 (VTR映像)､鮭料理､バチカル

ポンプ､水車､水路実物模型､水辺エコトーンの変貌 (写真)､田舟､パスポー

トなど

関連事業

本企画展関連事業は､開催の前年度と当該年度の2カ年に亘 って実施され､展示解説書の発行

(A4版164ページ､発行部数 ;1000部)やシンポジウムも含め合計13件が開催された｡

1)ナマズ学入門 ｢田んぼでナマズの産卵を観察しよう｣ :内藤､牧野､宮本､矢野､前畑

･期 日 :2000年 5月27日 (土)18:30-20:00

･場 所 :志賀町の水田地帯

･募集定員20名に対して60余名の応募があり,抽選にて24名を選定｡

2)ナマズ学入門 (パート1) :牧野､宮本､矢野､前畑

･募集定員20名､参加登録者19名､実質受講者は平均16-18名/日｡

･会 場 :琵琶湖博物館セミナー室および生活実験工房

･期 日:2001年2月～3月

2月4日 (日) 14:00-17:00 ナマズの生態 前畑

2月18日 (日) 14:00′-15:30 ナマズ-見る､捕る､食べる- 牧野

3月 4日 (日) 14:00′-15:30 ナマズは東日本にはいなかった 宮本

3)水族企画展示 『おもしろナマズ大発見』 :井戸本

･会 期 :2001年 7月20日 (金)～9月30日 (日)

･会 場 :琵琶湖博物館水族企画展示室

4)観察会 ｢ナマズの産卵観察会｣ :前畑､牧野､内藤､宮本

･期 日:2001年5月12日 (土)18:00-20:00

･場 所 :志賀町小野の水田地帯

･参加者 :応募数80余名あり､抽選の結果26名 (10家族)の参加

5)バイオテレメトリ-実験 々

･講 師 :京都大学農学研究科海洋生物環境学分野 坂本 重 民､院生数名

･期 日:2001年8月21日 (月)～26日 (日)13:00-15:00

･場 所 :水族展示の古代魚水槽

･内 容 :チョウザメに超音波発信器を装着 し､その動きを受信装置にて追跡できる様子を来館
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者に解説 した｡

6)観察会 『湖辺の水草を調べてみよう』 :芦谷､前畑

･期 日:2001年8月12日 (日)9:30-12:00

･場 所 :烏丸半島周辺

･参加者 :約20名

7)ナマズ学入門 (パート2)

開催期日 時 間; 内 ぎ 容 担 筆 者

6月9日 14:00.-15:00 輪中地帯におけるナマズ食とその変化 中藤

6月9日 15:15-16:15 水路とナマズ 内藤

8)観察会 『ナマズの料理を食べてみよう』 :牧野､矢野

･期 日 :9月24日 (月 ･休)ll:00-15:00

･場 所 :西浅井町菅浦

･参加者 :18名

9)琵琶湖博物館開館 5周年シンポジウム 『魚がむすぶ琵琶湖と田んぼ』

･期 日:2001年10月18日 (木)～19日 (金)

･会 場 :琵琶湖博物館ホール

･参加者 :一般から150名公募し､18日:180名,19日:181名参加

･目 的 :開館5周年企画展 ｢鮭｣のまとめとして､秋篠宮親王殿下同妃殿下をお迎えし､シン

ポジウムを開催した｡

本シンポジウムは､企画展の総まとめとして研究者ばかりでなく､住民､行政など

さまざまな立場の人びとが集い､生物としてのナマズ類 (ナマズ目)のもつ不思議な

魅力やその多様性について語り､生物 (ナマズ)と文化 (人々のくらし)の多様性の

接点を探り､その中から､琵琶湖の ｢ナマズ｣の産卵場所でもある田んぼをはじめと

する水辺エコトーンの今後の保全について討論 し､さまざまな課題を抽出することを

めざした｡

･プログラムの概要

10月18日 (木)

開会 ･挨拶(知事)

第 1部 "鼎談 :鮫の魅力"

①話題提供 : "漁 ･食 ･祭" 安室 知 (熊本大学)

②鼎談 :秋篠宮文仁親王殿下､秋道智禰 (国立民族学博物館)､川那部浩哉 (琵琶湖博物館)

10月19日 (金)

第 2部 "絵からみた文化の多様性"

① ｢ナマズはどのように描かれてきたか一本草学から総桧まで-｣北原糸子 (東洋大学)
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② ｢ナマズの東進と人間活動一遺跡の魚類遺体から-｣宮本真二 (琵琶湖博物館)

③ ｢文化の中のナマズーメコンとニューギニアの事例から-｣秋道智禰 (国立民族学博物館)

④ ｢ナマズ紳士録-ナマズ類にみる多様性-｣小早川みどり (九州大学)

⑤ ｢絵の多様な生態とすみ場所一束アフリカ･マラウィ湖から-｣

佐藤 哲 (世界自然保護基金日本委員会)

第 3部 総合討論 "総から見た田んぼのゆくえ"

① ｢ナマズはなぜ田んぼをめざすのか?｣前畑政善 (琵琶湖博物館)

② ｢ナマズ､そして農民と湖､漁民と水田｣大槻恵美 (関西大学)

③討 論 北村 孝 (守山市木浜自治会)､北村 勇 (守山漁業協同組合)､

泉 峰- (滋賀県農村整備課)､藤岡康弘 (滋賀県水産課)

司 会 :牧野厚史 (琵琶湖博物館)

10)世界湖沼会議 ･琵琶湖ルームへの本展紹介パネルの出展

･期 日 :2001年11月11日 (日)～11月15日 (木)

･会 場 :ピアザ淡海 (大津市)

･内 容 :本展の展示内容について､写真貼付パネルにて紹介｡

ll)世界湖沼会議 ･研究発表 (ポスターセッション)

･期 日:2001年11月14日 (水)

･会 場 :大津プリンスホテル (大津市)

･内 容 :展示内容を3部にわけて､主に写真を使って紹介した｡

12)創作人形劇 ｢魔女っこひょっこりちゃん 湖へ行く｣

･演 者 :人形劇団 にんたま (8人)

･期 日:2001年11月18日 (日)午後2:00-2:30

･会 場 :琵琶湖博物館アトリウム

･観覧者数 :約200名

･内 容 :魔女っこ学校 1年生になったばかりのひょっこりちゃんは､誰かのために魔法を使い

たくてうずうずしています｡そんなとき､偶然出会った男の子､期くんと琵琶湖へ繰

り､出しますが?オオナマズくんとの競演が見物でした｡

13)防災指導車 ･グランド号による防災体験

･期 日:2001年11月23日 (金)午後 1:30-3:00

･会 場 :琵琶湖博物館前ロータリー

･内 容 :湖南広域行政組合西消防署による防災体験で､地震体験車を使って2軸式油圧起振装

置により国内で過去に発生した代表的な地震を再現し､博物館に来館した一般の方を

対象にリアルな地震体験を行ってもらった｡
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その他

本企画展に展示 した資料またはその関連資料 3件 5点の当館への寄贈があった｡

1)田舟 (タブネ) 1点

寄贈者 :畑 源 (草津市 船幸造船経営)

2)陶芸資料 3点 (蛤の飾り皿 1点､ 香合 2点)

寄贈者 :加藤 庄 (京都市 陶芸家)

3)化石関連資料 1点

寄贈者 :森 繁 (香川県 小学校教諭)

<参考資料>

･観覧者数

≡:..-=≡:::砦:.=≡…_=.㌔-1::細ー……拡 ll.,:LN…述W=二J

7月 lo告 858 80 2,791 282 4,011

8月 28日 3,848 532 9,070 460 13,910

9月 23日 823 274 3,903 1,451 6,451

10月 26日 2,448 302 3,708 7,031 13,489

11月 22日 1,566 295 3,480 3,793 9,134

･会議開催状況

1999年度 ･館内打合せ 27回 ･資料調査 (出張) 5回 ･館長協議 3回

･業者打合せ 1回 ･外部委員打合せ 1回 ･学芸会議報告 1回

･基本設計説明会/マネージメント会議/基本設計ヒヤリング等各 1回

2000年度 ･館内打合せ 26回 ･資料調査 (出張 :海外含む) 17回

･業者打合せ 8回 ･外部委員打合せ 4回 ･学芸会議報告 1回

･企画展関連学会発表など 3回

2001年度 ･館内打合せ 8回 ･資料調査 (出張) 17回

･業者打合せ 8回 ･外部委員打合せ 7回

･シンポジウム打合せ 3回

企画展示入り口
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(2) 水族企画展示

第10回 ｢おもしろナマズ大発見 -さまざまな姿と習性一｣

会期 :2001年 7月20日 (金)～9月30日 (日)

常設展示観覧券で入場

ナマズは､そのふ しぎな姿と行動から日本人にはたい-んなじみの深い魚であるにもかかわらず､

その実態については意外にしられていない｡ナマズ目魚類は､日本の川や湖にも8種類が生息する

が､世界に目を向けるとその数は2400種類をこえ､魚類のなかでももっとも繁栄 しているグループ

の一つとなっている｡さらに､その形態や習性は極めてバラエティーに富んでおり､生物進化のふ

しぎを示す好例を提供 してくれる｡

本展示では､開館 5周年記念企画展示 ｢総一魚がむすぶ琵琶湖と田んぼ-｣と連動 して､世界の

ナマズ目魚類の生態展示を行った｡また､あえて生息地や分類といった従来型の展示区分にとらわ

れず､形態や習性でグループ分けした展示を行い､さらに解説板をクイズ仕立てにすることによっ

て､生物をじっくり観察するおもしろさを体験 してもらえるように工夫 した｡

第11回 ｢滋賀のカメたち｣

会期 :2002年 3月21日 (祝 ･木)～2002年 5月19日 (日)

常設展示観覧券で入場

童話や童謡にも登場するカメは､そのユーモラスな姿からか､子どもたちはもとより多 くの人か

ら愛されてきた｡ところが､カメたちが暮 らす水辺の環境は変化 し､種類によっては絶滅 も心配さ

れている｡また最近では､ペットとして外国から輸入されたカメたちが､心ない飼い主によって川

や湖へ捨てられることが多 くなっている｡

本展示では､生きものたちと人との関係について考えてもらうことを目的として､滋賀県内に生

息するカメ類の生態展示とともに､カメたちの生活のようすや人との関係､世界のさまざまなカメ

たちを写真パネル等で紹介 した｡

(3)ギャラリー展示

｢鉱物化石展-湖国の大地に夢を掘る｣

主催 :湖国もぐらの会､琵琶湖博物館

会期 :2001年 5月15日～6月17日 (30日間)

場所 :企画展示室

総観覧者数 :19,548人

湖国もぐらの会は､地域の採集マニアや地学研

究者15名で結成されたグループで､今回滋賀県産

を中心に､長年収集 してきた鉱物 ･化石標本約2,

000点を一堂に会 して､自然の素晴 らしさ､不思

議さ､面白さを紹介する展示会を開催 した｡ただ
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標本を並べるだけの展示ではなく､各人の想いを織りまぜた学術的､趣味的､個性的な展示を行う

ユニークなものであった｡また ｢ふれあいコーナー｣を設置し､実物標本を直に見たり触れたりし

ながら､観覧者との交流を深めた｡本ギャラリー展示は､湖国21世紀記念事業の一環として､鉱物

や化石の面白さを伝え､夢を探しにフィール ドへ出かけようと熱いメッセージが込められ､開催後

も採集会や観察会等の催 し物が行われた｡

｢写真のナゾとき大作戦～子どもによる地域調査｣

主催 :琵琶湖博物館､琵琶湖博物館親しむ博物館事業実行委員会

会期 :2001年12月4日～2002年 1月6日 (25日間)

場所 :企画展示室

総観覧者数 :4,309人

文部科学省の委嘱事業 ｢親しむ博物館事業｣に参加 して ｢よみがえれ !写真たち｣という事業を

行った｡この事業は､子どものグループ (地域調査員)が地域の古い写真を探し出し､その写真に

写っているナゾについての調査を地域で行い､その結果をまとめて交流発表会などを行ったもので

ある｡事業のまとめとして､企画展示室で調査内容と共に､古い写真と新たに撮影 した写真とを比

較する展示会を行った｡

展示室入り口の看板 展示室の様子

｢第 2回琵琶湖博物館民俗資料展-米をつくる道具一春 ･夏編-｣

主催 :琵琶湖博物館

会期 :2002年 1月25日～3月3日 (33日間)

場所 :企画展示室

総観覧者数 :9,682人

本館では､1978年から1995年までに､滋賀県教育委員会が県内各地から収集 した民具6,500点あ

まりを収蔵 し､整理を進めている｡その資料整理の成果を一般に公表し､寄贈者 ･調査者-の還元

も図ることを目的として､琵琶湖博物館民俗資料展を開催している｡第 2回目となる今回は､近江

の米作りの道具 (田起こしから田植えまで)をとりあげ130点ほどの農具を展示 し､その歴史性や

地域性について紹介した｡
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うみ
｢湖の十字路一野洲川平野の弥生 ･古墳時代-｣

主催 :琵琶湖博物館､草津市教育委員会､守山教育委員会､栗東市教育委員会､

中主町教育委員会､野洲町教育委員会

会期 :2002年 3月20日～5月12日 (48日間)

場所 :企画展示室

1990年代以降の野洲川下流域の新しい発掘調査の成果を､環濠集落 ･大形建物､玉 ･朱 ･銅製品

つくり､周溝墓 ･首長墓､渡来人などの小テーマごとに､実物資料を紹介し､図面 ･写真等のパネ

ルなどで説明を加えた｡これらにより､原始 ･古代の時代､野洲川下流域が近江の中心地であり､

大きな権力が育ちつつあったことをやさしく紹介した｡

(4)水族 トピック展示

水族展示室 ･ふれあい体験室前または水族企画展示室において､生まれたばかりの魚の椎仔魚や､

話題性のある魚など､常設展示では観察することの難しい水生生物を展示した｡内容と期間は以下の

とおりであった｡

巌 示 期 酪~丁= テ~三戸 (場所) 管 展 示 場 折

2001年 3月23日～5月27日 レッドリストの魚たち-滋賀県で大切にすべき野生生物(2000年版)に掲載された淡水負 .淡水員 .陸員- 水族企画展示室

4月17日～5月6日 産卵期を迎えたイサザ ふれあい体験室

5月22日～6月3日 ゼニタナゴの稚魚 ふれあい体験室

6月5日～6月17日 ホンモロコの稚魚 ふれあい体験室

6月19日～7月8日 -リヨの稚魚 ふれあい体験室

7月10日～7月29日 ゲンゴロウの幼虫 ふれあい体験室

7月31日～8月19日 ニッポンバラタナゴの稚魚 ふれあい体験室

8月21日～9月9日 ワタカの稚魚 ふれあい体験室

9月11日～9月30日 産卵期を迎えたカネヒラ ふれあい体験室

2002年 1月4日～2月3日 干支にちなんだ魚-ワタカ(別名 :ウマウオ) ふれあい体験室

2月5日～3月24日 ビワマスの稚魚 ふれあい体験室

(5) 展示関連事業

･ディスカバ特派員による ｢自然の贈り物見つけた｣

ディスカバリー ･ルームに何度も来室している多数の子ども達を対象としたプログラムで､2000年

度に行なった活動の屋外編として､フィールドでの調査観察の方法を身につけながら､子ども達自身

が自主的に何度も繰り返し参加活動できるよう企画､実施した｡

活動内容としては､来館 2回以上の小学生以上の参加者が､取材許可証を持ったディスカバ特派員
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となり､調査専用キット (調査カー ドや小型ポラロイ ドカメラ､双眼鏡 ･拡大鏡付きケ-スなど)杏

使って､博物館の屋外展示で自ら見つけた対象物 (生物､石など)を調査観察する｡そしてまとめた

ものを屋外展示の見どころ情報として ｢博物館屋外展示 ･発見マップ｣や ｢調査カード｣を作りア ト

リウムに展示 し､他の来館者に紹介 していくものである｡調査結果は､琵琶湖博物館のホームページ

でも情報公開した｡

実施は､2001年 5月19日 (土)～6月17日 (日)の土日祝日とし､計10日間行った｡この期間に119

人の参加があった｡内18人が繰り返 しディスカバ特派員に参加 した｡

調 査 風 景

取材専用キット

特派員はこの手､ソトを持って発見物の調査を行った｡
(カバン､カメラ､調査カード､取材許可証､双眼鏡､

拡大鏡つきケース､アームカバー)

特派員による ｢博物館屋外展示 ･発見真マップ｣

ア トリウムにて

･ディスカバリー ･ルーム ｢にんぎょうげきじょう｣の特別公演

ディスカバ リー ･ルームは､展示物を触ったり動かしたりしながら展示を利用する18のハンズ ･オ

ン展示で構成されている｡

｢にんぎょうげきじょう｣コーナーは､来館者が自由に指人形を操り､人形劇を演 じることができ

るコーナーである｡昨年に引き続き､滋賀県人形連絡会などに上演を呼びかけ､人形劇特別公演を実

施 し､人形劇を演 じるグループなど､より多くの方に積極的に博物館を利用 していただく機会を提供

した｡

今年度は､企画展示 ｢蛤｣に関連させ､ナマズをテーマに､守山市人形劇場 ｢かにこぞう｣の大崎

省子さんの創作人形劇上演会と大津市人形劇団 ｢にんたま｣による上演会を行った｡
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人形劇場 ｢かにこぞう｣の大崎省子さんによる創作人形劇 (にんぎょうげきコーナーにて)

2001年 8月11日 11:00-ll:30 ｢うりぼうくん 夏だ ピンチだナマズ博士｣

9月22日 13:30-14:00 ｢こまった こまった ナマズくん｣

10月27日 14:00-14:30 ｢秋 ウリボウくんは大いそがし｣

11月10日 14:00-14:30 ｢ナマズパーティー｣

人形劇団 ｢にんたま｣による創作人形劇 (アトリウムにて)

11月18日 14:00-14:30 ｢魔女っ子ひょっこりちゃん湖へ行 く｣

にんぎょうげきじょうコーナーでの上演風景 ア トリウムでの上演風景

･民族楽器展示と演奏会 ｢音がったえる｣

普段はディスカバ リー ･ル-ム ｢音の部屋｣コー

ナーで来館者に自由に演奏できるよう展示 している

民族楽器を利用 して､民族楽器演奏家のロビン･ロ

イ ド氏による演奏会を開催するとともに､民族楽器

本来の素朴な音色や､使っている国の人々のことな

ども紹介 した｡また､来館者に楽器に親 しんでもら

うよう終日アトリウムにて楽器を展示 し､ロビン氏

による演奏方法や楽器の解説ワークショップを行っ

た｡

期日:2002年 3月21日 (木)

午前の部 11:00-ll:30

午後の部 14:00-14:30

参加者 :約160名
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6 印 刷 物

平成2001年度出版物一覧

出 版 物 名 称 サイズ ペ-ジ数 発行部数

研究調査報告書 第15号 A4 120 2,000
｢琵琶湖のカルデラ形成史の研究｣

研究調査報告書 第18号 A4 193 2,500
｢安心院動物化石群｣

業績目録 第 5号 A4 119 1,000

資料目録 第6号 A4 514 800

資料目録 第7号 A4 116 1,200

資料目録 第8号 A4 82 800

うみんど 第19号 A4 8 50,000

うみんど 第20号 A4 8 40,000

うみんど 第21号 A4 8 40,000

う.みんど 第22号 A4 8 40,000

うみつこ 特別号 A4 4 30,000

うみつこ 第10号 A4 4 70,000

うみつこ 第11号 A4 4 70,000

もよおしもの案内 (上半期)チラシ A4 30,000

もよおしもの案内 (上半期)ポスター A2 750

もよおしもの案内 (下半期)チラシ A4 45,000

もよおしもの案内 (下半期)ポスター A2 1,300

要 覧 A4 52 1,000

要 覧 (英語版) A4 55 300

年 報 5号 A4 73 1,000

開館5周年記念企画展展示解説書 A4 164 1,000

開館5周年記念企画展チラシ A4 40,000

開館5周年記念企画展ポスター A2 1,000

開館5周年記念シンポジウムチラシ A4 5,000

開館5周期記念シンポジウムボス夕- A2 100

開館5周年記念シンポジウム講演要旨集 A4 22 500

ぐる～つと琵琶湖滋賀用チラシ A4 30,000

ぐる～つと琵琶湖滋賀用チラシ (追加) A4 30,000

休館日お知 らせポスター A1 100

休館日お知 らせポスター B1 1,000
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｢湖の十字路｣チラシ A4 10,000

｢湖の十字路｣ボス夕- B2 1,000

｢湖の十字路｣ リーフレット A4 9 5,000

｢今森洋輔 『重喜琶湖の魚』原画展｣チラシ A4 10,000

｢今森洋輔 『琵琶湖の魚』原画展｣ポスター A4 1,000

水族企画展 ｢滋賀のカメたち｣チラシ A4 30,000

水族企画展 ｢滋賀のカメたち｣ポスター B2 1,000
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Ⅱ 利 用 状 況

1 2001年度入館者数

期 間 :2001(平成13)年 4月 1日～2002(平成14)年 3月31日

合 計 :492,190人 開館日数 :305日

1日平均 :1,614人

月 平 均 :41,016人

入館者の区分別内訳 単位 :人

未 就 学 児 46,358 4,906 51,264 10.4

小 .中 学 生 38,217 76,557 114,774 23.3

高 .大 学 生 6,859 13,121 19,980 4.1

般 195,173 110,999 306,172 62.2

合 計 286,607 205,583 492,190 100.0

(1) 総入館者数

年月 開 館･日額,:=i=(日.)1..≡: 有 料 入 館 (人) 無 料 入 館 (人) * 計1J<rJ 1日当り平均(人)小中学生 有料吉十 Jf喜障害者 家庭の日 休巌 習 導校行事 その他 無料計中 子 ゐ日学準

13 4 26 22,333 4,690 8,287 35,310 346 295 251 25 279 4,724 6,047 41,357 1,591

5 27 29,194 2,010 18,624 49,828 620 412 310 48 177 2,546 5,757 10,006 59,834 2,216

6 26 26,298 1,008 10,238 37,544 762 640 323 31 3,996 4,998 ll,082 48,626 1,870

7 26 30,041 924 7,229 38,194 615 316 250 12 1,119 6,099 8,593 46,787 1,800

8 28 40,448 2,103 14,359 56,910 693 560 342 17 265 8,598 10,689 6 7 ,599 2,414

9 23 24,905 1,294 3,897 30,096 630 556 662 24 1,282 5,435 8,717 38,813 1,688

10 26 26,105 1,535 15,587 43,227 619 706 324 12 6,753 5,319 13,972 57,199 2,200

ll 26 24 ,583 1,389 7 ,354 33,326 487 595 251 22 3,8 19 4,543 10,094 43,420 1,670

12 23 8,608 597 1,151 10,356 143 128 216 9 738 2,068 3,443 13,799 600

14 1 24 12,473 3 25 2,201 14,999 252 221 316 26 1,023 3,698 5,721 20,720 8632 24 13,772 558 2,761 17,091 358 232 419 10 755 4,421 6,195 23,286 970

3 26 17,887 845 4,620 23 ,352 381 3 39 289 17 292 5,890 7,398 30,750 1,18 3
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(2) 学校等入館者数

年 月 ~lj…㌻…≡≡業)､ 学 校 中 学 校 高 校 養聾盲学校
学校数 人 数 学校数 人 数 学校数 人 数 学校数 人 数

13.4 全 体 29 2,709 13 1,366 5 1,039 0 0
県 内 0 0 3 176 1 84 0 0

5 全 体 110 7,950 43 6,228 14 2,201 3 55
県 内 15 832 2 483 8 1,311 3 55

6 全 体 60 4,758 35 5,317 7 649 6 229
県 内 32 2,357 7 838 2 386 4 45

7 全 体 16 1,161 19 1,773 3 80 2 32
県 内 5 185 5 244 2 43 2 32

8 全 体 9 1,435 3 93 5 63 1 13
県 内 3 31 1 43 5 63 0 0

9 全 体 21 1,247 8 428 8 631 0 0
県 内 16 903 3 44 5 199 0 0

10 全 体 235 15,857 21 2,322 8 785 7 76
県 内 96 4,810 10 492 4 163 3 46

ll 全 体 82 5,205 22 2,758 5 544 2 90
県 内 53 3,020 8 292 1 26 0 0

12 全 体 1 50 2 250 7 500 0 0
県 内 0 0 2 250 5 413 0 0

14.1 全 体 14 1,047 2 112 3 177 0 0
県 内 9 679 2 112 3 177 0 0

2 全 体 25 1,468 2 64 5 181 2 72
県 内 10 605 2 64 3 33 0 0

3 全 体 9 710 4 249 2 82 3 25
県 内 3 235 0 0 0 0 3 25

計 全 体 611 43,597 174 20,960 72 6,932 26 592
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(3) 月別 ･曜日別入館者数

1 3 4 17,713 6,501 17,143 41,357

5 25,017 5,633 29,184 59,834

6 14,904 10,729 22,993 48,626

7 18,296 9,681 18,810 46,787

8 16,314 9,821 41,464 67,599

9 21,820 5,732 ll,261 38,813

10 14,259 5,942 36,998 57,199

ll 16,133 4,809 22,478 43,420

12 6,529 3,407 3,863 13,799

14 1 10,106 4,345 6,269 20,7202 ll,707 4,554 7,025 23,286

3 ll,168 6,555 13,027 30,750

計 183,966 77,709 230,515 492,190
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2 来館者アンケー ト調査結果報告

来館者動向を把握するために､来館回数､情報源､年齢､居住地などの通常アンケート項目に加えて､

2001年度は､よりよい運営を目指すために､休館日や満足度などに関する項目を追加 して行った｡

回 調 査 期 日 回 答 者 数

1 2001年 8月16日～18日 526人

2 2001年11月 2日～4日 335人

3 2002年 3月29日～31日 341人

【来館者の動向】

来館回数の比較では､1999年以降､｢はじめて｣という人の割合が60%弱で､｢2回目｣｢3回目｣

｢4回目以上｣のリピーターの割合が40%強で安定してきている｡

情報源の比較では､友人や家族の口コミや雑誌が多く､新聞 ･テレビ･ラジオのマスコミや行政の

広報を上回っている｡

年齢の比較では､30代が最も多く､20代の微減傾向が続いている反面､10代未満は微増傾向にある｡

居住地の比較では､県内が25%前後で比較的安定している反面､京都は微減傾向にあるとともに､

大阪は年により変動が大きい｡

今回行った休館日等に関する質問については､8月のアンケートでは夏季時間の延長に関する希望

が､11月のアンケートでは夏休み期間中の月曜日開館の希望が最も多く､アンケートを行う時期によ

り希望が異なっており､今後も来館者ニーズの把握に努めていきたい0

また､来館者の満足度に関する質問では､｢満足した｣と回答 した人が50%弱を占め､｢ふつう｣

｢非常に満足 した｣をあわせると､9割以上の人々に満足いただいており､当館との関わり方に関する

質問では､展示を見るだけではなく､観察会などに参加したい人々の割合が増えている｡

来館した感想

6040200 lu 200.年.1月 図 2002年 3月 l17.62.9｢一一一一調 ｢一塩 47.5 28.4

もう来 た く 少 し不満 ふつう 満足した 非常 に満
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3 新聞掲載記録

月 日 記 事 タ イ ト ル 新聞社名 月 日 記 事 タ イ ト ル 新聞社名

4 11244446 滋賀プラス1 琵琶湖博物館の催 し物 各紙折り込 4 181920202223252525琵琶湖博物館紙上講座 県立琵琶湖博 読売新聞毎日新聞日本経済

案内 み､各 戸配布 物館亀田佳代子学芸員

絶滅危倶種の魚紹介 企画展 ｢レッド 産経 新聞中日新聞読売新聞京都新聞京都新聞朝日新聞 琵琶湖 ｢時代｣周航 県立琵琶湖博物

リス トの魚たち｣開催 館紹介

県立琵琶湖博物館内の ⅠLEC展示コ- 輝けミュージアム､展示 .調査市民の

ナ一に世界の湖沼環境の危機的状況が 手で 県立琵琶湖博物館紹介 新聞

一目で分かる特殊装置を設置 3D映像で リアル体験 ⅠLEC県琵 京都新聞朝日新聞京都新聞毎日新聞京都新聞読売新聞

琵琶湖博物館紙上講座 県立琵琶湖博 琶湖博物館内展示 コーナーに映像装置

物館川那部浩哉館長 設置

在来魚増やせ !水田を産卵､繁殖の場 淡海のひと､自然の宝自分の力で 琵琶

に ｢魚のゆりかごプロジェクト｣開始 湖博物館紹介

湖沼の表情鮮明に 写真展 ｢湖沼の伝 ボテシャコ守ろう 琵琶湖博物館でボテ

説｣開催 ジヤコについて考えるシンポジウム開催

文化&レジャー 琵琶湖博物館 ｢田ん 体験学習プログラム ｢漁師修行の旅｣

ぼ体験教室｣参加者募集 (7イ7イA憎E) で ｢ミュージアム .マネージメント学

美味な渓流の女王 ｢ヤマメ｣(写真提供) 産経新聞 会賞｣を県立琵琶湖博物館芦谷美奈子

810llll13141415161617171717171818都市化､農薬が生息環境を破壊 琵琶 京都民報読売新聞読売新聞読売新聞産経新聞毎日新聞京都新聞朝日新聞京都新聞日本経済 学芸員が受賞

湖博物館桑原雅之主任学芸員の話 守れ魚や貝の楽園 企画展 ｢レッドリ

｢ミナミ卜ミヨ｣(写真提供) ストの魚たち｣開催

県立琵琶湖博物館開館 5周年記念行事､ 琵琶湖博物館紙上講座 県立琵琶湖博

連続講座 ｢湖と人間｣を開講 262730物館橋本道範学芸技師 産経新聞産経新聞産経新聞

世界の湖沼立体映像 県立琵琶湖博物 環境の激変物語る小魚減少 県立琵琶

館館内のⅠLEC展示スペースを模様替 湖博物館松田征也主任学芸員の話

琵琶湖博物館紙上講座 県立琵琶湖博 琵琶湖の生物たち ｢ジルテラピア｣県

物館芳賀裕樹学芸技師 立琵琶湖博物館秋山虜光専門学芸員の

琵琶湖の生物たち ｢イケチ ョウガイ｣ 請

(写真提供) ブラックバス天井 県立琵琶湖博物館

レッドリス トの魚 企画展 ｢レッドリス トの魚たち｣開催 内レス トラン人気メニュー

5 1124910ll12131415滋賀プラス1 琵琶湖博物館の催 し物 各紙折り込

ブラックバスどうする 県立琵琶湖博 案内 み､各戸配布

物館中井克樹主任学芸員の話 ｢川を考える｣ フォーラム 県立琵琶 朝日新聞読売新聞産経新聞読売新聞滋賀報知

ウチウミの復元を 県立琵琶湖博物館 湖博物館喜田由紀子研究顧問が講演

嘉田由紀子研究顧問の話 琵琶湖博物館紙上講座 県立琵琶湖博

輝く命ギフチョウ産卵 琵琶湖博物館 物館桑村邦彦主査

の話 琵琶湖の生物たち ｢スゴモロコ｣県立

輝けミュージアム､参加 .体験 .五感 琵琶湖博物館秋山虞光専門学芸員の話

で学ぶ 県立琵琶湖博物館紹介 新聞 琵琶湖博物館紙上講座 県立琵琶湖博

定置網 ｢えり｣にオオサ ンショウウオ 産経新聞京都新聞読売新聞毎日新聞朝日新聞京都新聞朝 日新聞 物館前畑政善専門学芸員

がかかる､県立琵琶湖博物館で保護 ガイ ドBOX 琵琶湖博物館の催 し物

オオサンショウウオ ｢えり｣で見つか 案内 新聞

る､県立琵琶湖博物館で保護 琵琶湖の生物たち ｢オオサ ンシヨウウ 産経新聞朝日新聞滋賀民報中日新聞中日新聞

琵琶湖にオオサンショウウオ､県立琵 オ｣定置網にかかり､琵琶湖博物館で

琶湖博物館で保護 保護

定置網にオオサンショウウオがかかる､ 大地の宝物肌で感 じて 鉱物 .化石展

県立琵琶湖博物館で保護 ｢湖国の大地に夢を掘る｣開催

定置網 ｢えり｣にオオサ ンショウウオ 琵琶湖博物館開館 5周年記念連続講座

がかかる､県立琵琶湖博物館で保護 ｢湖と人間｣ 開講案内

県立琵琶湖博物館開館五周年記念行事､ 小学生対象のヨシ観察会 県立琵琶湖

連続講座 ｢湖と人間｣を開講 博物館と周辺で開催

文化&レジャー 琵琶湖博物館の催 し ｢川を考える｣ フォーラム 県立琵琶
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月 日 記 事 タ イ ト ル 新聞社名 月 日 記 事 タ イ ト ル 新聞社名

5 161919191919 琵琶湖博物館紙上講座 県立琵琶湖博物館牧野厚史主任学芸員 読売新聞中日新聞朝日新聞毎日新聞中日新聞京都新聞 5 30琵琶湖博物館の催 し物案内 朝日新聞

6 1333 滋賀プラス1 琵琶湖博物館の催 し物 各紙折り込

秋篠宮ご夫妻が日本動物園水族館協会 案内 ＼ み､各戸配布

総会に出席 県立琵琶湖博物館開館記 外来魚の危険性訴え 琵琶湖博物館中 朝日新聞京都新聞朝日新聞

念行事以来の来県 井克樹主任学芸員の話

湖沼会議､全体会議の基調講演者に県 世界水会議会長のムハマ ド.アブザイ

立琵琶湖博物館川那部浩哉館長が内定 ド氏が県立琵琶湖博物館を見学

湖沼会議､全体会議の基調講演者に企 世界水会議会長のム-マ ド.アブザイ

画委員長で琵琶湖博物館川那部浩哉館 ド氏が県立琵琶湖博物館を見学

長が内定 3 世界水会議会長のムハマ ド.アブザイ 中日新聞

湖沼会議､全体会議の基調講演者に企 ド氏が県立琵琶湖博物館を見学

画委員長で県立琵琶湖博物館川那部浩 3 世界水会議会長のム-マ ド.アブザイ 読売新聞

哉館長が内定 ド氏が県立琵琶湖博物館を視察

湖沼会議､全体会議の基調講演者に県立琵琶湖博物館川那部浩哉館長が内定 5 世界水フォーラム､26分科会で活発議三A 京都新聞

19 lコlコアメイロトンボを採集 県立琵琶湖博 朝日新聞 66 細 琵琶湖博物館川那部浩哉館長の話世界水フォ-ラム参加者が県立琵琶湖 京都新聞朝日新聞

19 物館で標本として保管 朝日新聞 博物館を視察､嘉田由希子研究顧問が堺市の府立大泉緑地でブラックバス発見､ 琵琶湖の水環境について説明

20 県立琵琶湖博物館で胃袋内容物調べる 京都新聞 文化&レジャー 琵琶湖博物館の催 し湖国の ｢地学｣一員で 鉱物 .化石展 物案内 (7イアイAI紺

23 ｢湖国の大地に夢を掘る｣開催 読売新聞 7 八日市でカブトエビ発見 県立琵琶湖 朝日新聞琵琶湖博物館紙上講座 県立琵琶湖博 博物館楠岡泰主任学芸員の話

2424242424242526292930 物館アンドリユ-.ロシ夕-専門学芸員 朝日新聞中日新聞産経新聞朝日新聞読売新聞京都新聞産経新聞朝日新聞京都新聞朝日新聞読売新聞 8 県立琵琶湖博物館川那郡浩哉館長の17 朝日新聞

自然発見のイベント､子供のデイスカ 歳のころ

バ特派員による ｢自然の贈 り物見つけ 910131313 淀川水系流域委員会が琵琶湖を視察､ 京都新聞京都新聞中日新聞読売新聞朝 日新聞(アイ7イAI紺京都新聞京都新聞京都新聞日経新聞朝日新聞朝日新聞中日新聞

た｣開催 琵琶湖博物館川那部浩哉館長 .嘉田由

秋篠宮ご夫妻が日本動物園水族館協会 紀子京都精華大教授が参加

総会に出席､琵琶湖博物館オープン以 湖沼会議の企画委員会は会議の詳細を

乗の来県 固めた 企画委員長-琵琶湖博物館川

秋篠宮ご夫妻が日本動物園水族館協会 那部浩哉館長

総会に出席､琵琶湖博物館開館記念 シ 守山市女性さわやか学級で県立琵琶湖

ンポジウム以来の来県秋篠宮ご夫妻が日本動物園水族館協会総会に出席 県立琵琶湖博物館開館記念シンポジウム以来の来県秋篠宮ご夫妻が動物園水族館協会総会 博物館牧野厚史主任学芸員が講師琵琶湖博物館紙上講座 県立琵琶湖博物館中川修主任主事潮国に移り住んで C100の話

に出席 県立琵琶湖博物館開館式以来の来県日本動物園水族館協会総会が開催､参加者が琵琶湖博物館を見学｢国際湖沼シンポジウム｣パネルディスカッションのコーディネーターに琵琶湖博物館嘉田由糸己子研究顧問を予定水俣病上告の経緯伝えて 琵琶湖博物館嘉田由紀子研究顧問の話体験学習プログラム ｢漁師修行の旅｣で ｢ミュージアム .マネージメント学会賞｣を琵琶湖博物館芦谷美奈子学芸員が受賞湖沼会議に市民参加 企画委員長で琵琶湖博物館川那部浩哉館長の話琵琶湖博物館紙上講座 県立琵琶湖博物館中島経夫総括学芸員 13151516172020 2001年度助成金贈呈式にファンド運営委員で県琵琶湖博物館川那部浩哉館長が贈呈書を手渡 した草津市の小学 4年生が ｢エコ草津探険隊｣をスター ト､体験学習で県立琵琶湖博物館を利用ブラックバス勢力拡大 県立琵琶湖博物館中井克樹主任学芸員の話水辺遊びの生態学 県立琵琶湖博物館嘉田由紀子研究顧問の話｢近江の国中世なんで も探検隊｣の活動で ｢中世のあそび探検｣を開催釣り人夢の跡 県立琵琶湖博物館中井克樹主任学芸員の話世界水会議会長のムハマ ド.アブザイド氏が県立琵琶湖博物館を視察
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月 日 ⊆==~記 事 タ イ ト ル 新聞社名 月 日 記 事 .タ イ ト ル 新聞社名

62526262729水環境を考えるフォーラムで琵琶湖博 朝日新聞京都新聞読売新聞朝日新聞朝日新聞 8 12245668910101010ll15151920222225252728 こどもプラス1 琵琶湖博物館の催 し 各紙折り込

物館嘉田由紀子研究顧問が語る 物案内 み､各戸配布

竜王で珍種のガ採取 県立琵琶湖博物 ナマズを知っていますか 琵琶湖博物 産経新聞朝 日新聞

館八尋克彦主任学芸員の話 館5周年記念企画展 ｢捻-魚がむすぶ

淀川水系流域委員会が琵琶湖を視察､ 琵琶湖と田んぼ｣開催

琵琶湖博物館川那部浩哉館長 .嘉田由 文化&レジャー 琵琶湖博物館の催 し

希子京都精華大教授が参加 物案内 (7イアイAI責㈲

博物館めぐり 県立琵琶湖博物館の催 県立琵琶湖博物館でナマズの生態と多 北 日本新

し物案内 様性を紹介する展示を開催 聞

行ってみようよ､来て見て触 って味わ 琵琶湖淀川水質保全機構が自然観察会 中日新聞中日新聞南 日本新

う ｢湖の幸｣ 県立琵琶湖博物館紹介 県立琵琶湖博物館学芸員が指導水辺移行帯は産卵の場 琵琶湖博物館

7 117ll1516171820滋賀プラス1 琵琶湖博物館の催 し物 各紙折り込

案内 み､各戸配布 5周年記念企画展 ｢絵-魚がむすぶ琵

琵琶湖淀川水質保全機構が自然観察会､ 京都新聞京都新聞京都新聞朝日新聞中日新聞京都新聞産経新聞中日新聞 琶湖と田んぼ｣開催

琵琶湖博物館学芸員らが指導 県立琵琶湖博物館でナマズの生態と多

講演会 ｢平安神宮の池と琵琶湖のさか 様性を紹介する展示を開催 聞

なたち｣琵琶湖博物館秋山贋光専門学 文化&レジャー 琵琶湖博物館の催 し 朝日新聞

芸員が講演 物案内 (7イ7イA一紙

竹生島カワウ被害 琵琶湖博物館亀田 県立琵琶湖博物館が観覧時間を延長､ 朝日新聞産経新聞京都新聞読売新聞中日新聞朝日新聞京都新聞京都新聞

佳代子学芸技師の話 イベント開催

体験教室で小学生が植物標本づくりに 涼しく楽しく見学 して 県立琵琶湖博

挑戦､県立琵琶湖博物館桑垣瑞嘱託員 物館が開館時間延長

らが指導 夕暮れイベントも多彩 県立琵琶湖博

ぐるり琵琶湖､半島先端に博物館 県 物館が開館時間を延長､イベント開催

立琵琶湖博物館紹介 県立琵琶湖博物館が観覧時間を延長､

｢世界湖沼会議議員セッション｣ 県 イベント開催

立琵琶湖博物館で開催 開館を2時間延長 県立琵琶湖博物館

世界湖沼会議 ｢議員セッション｣ 県 が開館時間を延長､イベント開催

立琵琶湖博物館で開催 夢ある公共事業の提案を 琵琶湖博物

琵琶湖博物館の催し物案内 館嘉田由紀子研究顧問の話

232424262727世界湖沼会議 ｢議員セッション｣ 県 毎日新聞読売新聞朝日新聞産経新聞中日新聞朝日新聞 巨大ナマズがお出迎え 琵琶湖博物館

立琵琶湖博物館で開催 5周年記念企画展 ｢鮭-魚がむすぶ琵

ナマズの魅力もつと知 って､琵琶湖博 琶湖と田んぼ｣開催

物館5周年記念企画展 ｢鮫-魚がむす ナマズの魅力たっぷり紹介 琵琶湖博

ぶ琵琶湖と田んぼ｣開催 物館5周年記念企画展 ｢鮭-魚がむす (京都市版)中日サ ン

ナマズと人とのかかわり考える､琵琶 ぶ琵琶湖と田んぼ｣開催

湖博物館 5周年記念企画展 ｢鎗-魚が レッドデー夕日本の現状 県立琵琶湖

むすぶ琵琶湖と田んぼ｣開催 博物館芦中井克樹主任学芸員の話 デ ー

郡生のハス満開､県立琵琶湖博物館 も 消費不況と琵琶湖博物館展示室､湖の 読売新聞京都新聞産経新聞読売新聞読売新聞朝日新聞中日新聞

巡るシャトルバスを運行 恵みで暮らした人々の生活

｢よみがえれ !写真たち｣子ども調査 推理楽しみ観光地巡 り ｢草津宿 ミステ

員と協力員募集 リースタンプラリー｣実施

｢よみがえれ !写真たち｣参加者募集 博物館で淡水魚をじっくりと観察 県

29 タウン情報 琵琶湖博物館の催し物案内 京都新聞 立琵琶湖博物館紹介

30303131水辺の生き物とふれあう観察会開催､ 朝日新聞中日新聞京都新聞中国新聞 水草に関するミニシンポジウムで県立

県立琵琶湖博物館桑原雅之主任学芸員 琵琶湖博物館芳賀裕樹学芸技師が研究

の話 発表

草津川跡地利用へ現況調査 県立琵琶 湖の環境映す今昔写真 NGOと県立

湖博物館大塚泰介学芸技師が指導 琵琶湖博物館が調査研究

｢よみがえれ !写真たち｣参加する子 県立琵琶湖博物館で ｢夏休み相談室｣

供のグループを募集 開催

県立琵琶湖博物館でナマズの生態と多 県立琵琶湖博物館が HP｢滋賀の トン
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月 日 記 事 タ イ ト ル 新聞社名 月 日 記 事 タ イ ト ル 新聞社名

8 29 突然変異の金色 ドジョウ､琵琶湖で発 朝日新聞 1010121313131819191919192020202122232324252526262627 シーボル トが持ち帰 った日本のナ マズ 読売新聞京都新聞読売新聞中日新聞京都新聞読売新聞中日新聞読売新聞京都新聞朝日新聞産経新聞産経新聞産経新聞中日新聞朝日新聞中日新聞京都新聞京都新聞京都新聞京都新聞中日新聞朝日新聞京都新聞中日新聞京都新聞

見 の絵や形態記載文が琵琶湖博物館で国内初公開

9 12555 滋賀プラス1 琵琶湖博物館の催 し物 各紙折り込

案内 み､各戸配布 シーボル ト収集ナマズ資料を琵琶湖博

人間とカワウ知恵調べ 琵琶湖博物館 中日新聞朝日新聞毎日新聞朝日新聞 物館で公開

亀田佳代子学芸技師の話 豊かな湖復活へ情報発信 県立琵琶湖

湖沼会議で県立琵琶湖博物館川那部浩 博物館重野良寛副館長の話

哉館長の基調講演予定 県立琵琶湖博物館開館 5周年記念 シン

ナマズ通 し自然考えて 県立琵琶湖博 ポジウムに秋篠宮ご夫妻出席

物館 5周年記念企画展 ｢鎗-魚がむす 県立琵琶湖博物館は秋篠宮ご夫妻を招い

ぶ琵琶湖と田んぼ｣開催 て開館 5周年記念シンポジウムを開催

琵琶湖博物館の催 し物案内 県立琵琶湖博物館開館 5周年記念 シン

589ll141419212529川那部浩哉委員長含む 8人の学者が 朝日新聞読売新聞京都新聞朝日新聞毎日新聞読売新聞産経新聞中日新聞朝日新聞毎日新聞 ポジウムに秋篠宮ご夫妻出席

｢津田内湖復元研究会｣を結成 県立琵琶湖博物館に秋篠宮 ご夫妻が釆

｢国際生物多様性観測年｣ の調査研究 県､記念シンポジウムに参加

を紹介するシンポジウムが県立琵琶湖 県立琵琶湖博物館開館 5周年記念 シン

博物館で開催 ポジウムに秋篠宮ご夫妻が出席

シンポジウム ｢淡水の生物多様性をさ 県立琵琶湖博物館開館 5周年記念 シン

ぐる｣県立琵琶湖博物館で開催 ポジウムを開催､秋篠宮さまがナマズ

オランダからナマズの標本が里帰 り､ の魅力語る

琵琶湖博物館企画展 ｢捻｣に出品 県立琵琶湖博物館開館 5周年記念 シン

全国から1000人集 う環境学習 県立琵 ポジウムに秋篠宮ご夫妻を招いて開催

琶湖博物館の活用紹介 県立琵琶湖博物館 5周年記念 シンポジ

県立琵琶湖博物館が 電子図鑑 ｢滋賀の ウムに秋篠宮ご夫妻が来訪

トンボ｣をインターネットで公開 湖沼会議プレイベント､共同 シンポジ

滋賀はトンボの宝庫です 県立琵琶湖 ウムを琵琶湖博物館で開催

博物館はHP ｢滋賀の トンボ｣を創設 道の駅が県立琵琶湖博物館などがある

NGOワークショップを県立琵琶湖博物 烏丸半島に来年 7月オープン

館で開催 琵琶湖博物館開館 5周年記念 シンポジ

グローバル化時代､独自の視野を 琵 ウム 最終日に総合討論

琶湖博物館嘉田由紀子研究顧問の話 ｢ヨシとの共生｣琵琶湖博物館嘉田由

エコツーリズムの在 り方 県立琵琶湖 糸己子研究顧問が トークショー

博物館川那部浩哉館長の話 県立琵琶湖博物館 5周年記念 シンポジウムに秋篠宮ご夫妻が来県

10 2344566610 滋賀プラス1 琵琶湖博物館の催 し物 各紙折り込

案内 み､各戸配布 水辺の今昔､なりわいか らレジャーへ

チリ行政関係者が県立琵琶湖博物館で琵 中日新聞読売新聞産経新聞毎日新聞京都新聞京都新聞中日新聞中日新聞 今昔写真展紹介

琶湖総合保全整備計画の説明を受けた 琵琶湖の淡水真珠､ ニューヨークで展

舟で通勤､渋滞緩和 烏丸半島 .県立 示 県立琵琶湖博物館が仲介

電琶湖博物館と大津港を運航 水辺の今昔､湖岸の洗濯 今昔写真展

通勤にマイカー&舟 烏丸-大津港を 紹介

運航､琵琶湖博物館の駐車場を利用 水辺の今昔､田んぼは四角 く､JLりま丸

NGOワークショップを県立琵琶湖博物 く 今昔写真展紹介

館で開催 北湖に潜水､国際学術調査始まる 県

加藤登紀子さんと歌おう 嘉田由寿己子 立琵琶湖博物館中井主任学芸員が調査

京都精華大学教授と話 し合いのうち意 琵琶湖博物館には鳥の展示品や専門家

気投合でコンサー ト決定 が少なく､鳥獣の専門的施設が必要

｢環境教育でフォーラム｣琵琶湖博物 水辺の今昔､蹴上疎水の舟だまり 今

館秋山贋光専門学芸員が意見を交わす 昔写真展紹介

シーボル トの日本のナマズ研究資料が 里山を見直そうフォーラム開催 県立

琵琶湖博物館で日本初公開 琵琶湖博物館布谷知夫総括学芸員がコ-

生物保全へ湖底に潜 り調査 県立琵琶 デイネ一夕-

湖博物館中井克樹主任学芸員の話 (写 水辺の今昔､洗い物は今 も湖岸で 今
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月 日 記 事 タ イ ト ル 新聞社名 月 日 記 事 タ イ ト ル 新聞社名

10293030303131水辺の今昔､頭上運搬の水 くみは今 も 京都新聞産経新聞京都新聞産経新聞京都新聞毎日新聞 ll99999910101010101010llllllllll12121213131313県 .UNEP.ⅠLECが共同 シンポ 朝日新聞中日新聞京都新聞読売新聞毎日新聞朝日新聞京都新聞中日新聞京都新聞京都新聞中日新聞毎日新聞朝日新聞京都新聞中日新聞中日新聞朝日新聞産経新聞朝日新聞京都新聞産経新聞朝日新聞中日新聞産経新聞毎日新聞

今昔写真展紹介 ジウム 県立琵琶湖博物館で開催

｢かがやき未来塾｣琵琶湖博物館川那 県 .UNEP.NGOが共同 シンポジ

部活哉館長が講演 ウム 県立琵琶湖博物館で開催

水辺の今昔､水路消え生態 も変化 今 滋賀県 .UNEP.ⅠLECが共同 シ

昔写真展紹介 ンポジウム 琵琶湖博物館で開催

膳所小で ｢かがやき未来塾｣琵琶湖博 県 .UNEP.ⅠLECが共同 シンポ

物館川那部浩哉館長が講演 ジウム 県立琵琶湖博物館で開催

水辺の今昔､緑がふえた公園 今昔写 県 .UNEP.ⅠLECが共同 シンポ

真展紹介 ジウム 県立琵琶湖博物館で開催

外来魚が破壊に拍車 県立琵琶湖博物 ｢水辺｣から ｢水際｣ 県立琵琶湖博

館中井克樹主任学芸員の話 物館川那部浩哉館長の話｢環境の新世紀｣発進 湖沼会議に参

ll 11112444666777888888滋賀プラス1 琵琶湖博物館の催 し物 各紙折り込

案内 み､各戸配布 加する県立琵琶湖博物館川那部浩哉館

世界湖沼会議開催 川那部浩哉世界湖 各紙折り込 長等 3人により話 し合い

沼会議実行委員会企画委員長の話 み､各戸配布 北湖に数カ所で潜水調査 県立琵琶湖

世界の湖沼大阪で写真展 国際湖沼環 毎日新聞京都新聞京都新聞東京新聞読売新聞毎日新聞毎日新聞中日新聞中日新聞産経新聞毎日新聞京都新聞中日新聞産経新聞京都新聞京都新聞読売新聞朝日新聞 博物館中井克樹主任学芸員が調査

境委員会や県立琵琶湖博物館が主催 滋賀県 .UNEP.ⅠLECが共同 シ

水辺の今昔､嫁入 り道中 今昔写真展 ンポジウム 琵琶湖博物館で開催

紹介 滋賀県 .UNEP.ⅠLECが共同 シ

水辺の今昔､三条大橋下の納涼床 今 ンポジウム 琵琶湖博物館で開催

昔写真展紹介 県立琵琶湖博物館で開催の県など主催

袴姿で出勤 琵琶湖博物館川那部浩哉 の共同シンポジウム閉幕

館長の話 県立琵琶湖博物館で開催の県 .UNE

湖沼会議 琵琶湖博物館川那部浩哉館 P.ⅠLECが共同シンポジウム閉会

長 らが基調講演 びわ湖会議 シンポ 県立琵琶湖博物館

｢写真で見る世界の湖沼の100年｣展 嘉 嘉田由紀子研究顧問がコ-デイネ-タ-

田由紀子京都精華大教授が座長を務める NGOが意見交換､NGOワークシヨツ

湖沼会議を前に論 企画委員長で県立 プが県立琵琶湖博物館で開催

琵琶湖博物館川那部浩哉館長が会見 NGOの役割は?NGOワークシヨ ツ

湖沼会議に出席のため秋篠宮 ご夫妻来 プが県立琵琶湖博物館で開催

県､十月にも県立琵琶湖博物館に来訪 NGOワークショップで県立琵琶湖博

県や ⅠLECなどが共同シンポジウム 物館宗田由紀子研究顧問が問題提起

を県立琵琶湖博物館で開催 NGOの役割探る､NGOワ-クシヨツ

湖沼会議､複雑化する環境に焦点 琵 プが県立琵琶湖博物館で開催

琶湖博物館川那部浩哉館長の話 17カ国の学生集う NGOワークシヨツ

湖沼会議 ｢議員セッション｣県立琵琶 プが県立琵琶湖博物館で開催

湖博物館で開催 湖沼会議､市民 .NGOの参加 こだわ

滋賀県 .UNEP.ILECが共同 シ る 企画委員長で県立琵琶湖博物館川

ンポジウム 琵琶湖博物館で開催 那部浩哉館長の話

湖沼会議を間近に控え企画委員長で琵 湖沼会議､滋賀で開催 琵琶湖博物館

琶湖博物館川那部浩哉館長が会見 川那部浩哉館長が基調講演

湖沼会議を前に企画委員長で琵琶湖博 湖沼会議始まる､県立琵琶湖博物館川

物館川那部浩哉館長が会見 那部活哉館長が基調講演

滋賀県 .UNEP.ⅠLECが共同 シ 湖沼会議､成果期待の声次々 県立琵

ンポジウム 県立琵琶湖博物館で開催 琶湖博物館川那部浩哉館長の話

湖沼会議を前に企画委員長で琵琶湖博 湖沼会議､基調講演 琵琶湖博物館川

物館川那部浩哉館長が記者会見 那部浩哉館長の話

湖沼会議を直前に控え､企画委員長で 湖沼会議､基調講演 琵琶湖博物館川

県立琵琶湖博物館川那部浩哉館長が記 那部浩哉館長の話

者会見 湖沼会議､琵琶湖のブラックバス滅 つ

｢湖上通勤｣いかが 交通社会実験､ た? 県立琵琶湖博物館中井克樹主任
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ll13131314141414 湖沼会議､基調講演 県立琵琶湖博物 毎日新聞毎日新聞読売新聞 ll1717171717湖沼会議閉幕 川那部浩哉企画委員長 中日新聞中日新聞朝日新聞読売新聞読売新聞

館川那部浩哉館長が講演 の運営手法

湖沼会議､基調講演 県立琵琶湖博物 湖沼会議､5分科会の部会長報告 企

館川那部浩哉館長の話 ~ 画委員長で県立琵琶湖博物館川那部浩

湖沼会議､起草部会長で県立琵琶湖博 哉館長の話

物館川那部浩哉館長が琵琶湖宣言原案 TI一正JAPAN 湖沼会議､市民の発表は成果 県立琵

を公開 TIMES 琶湖博物館嘉田由紀子研究顧問の話

世界の湖の今昔写真で変化紹介 県立 朝日新聞日経新聞産経新聞毎日新聞 湖沼会議閉幕､川那部浩哉企画委員長

琵琶湖博物館嘉田由紀子研究顧問の話 の話

琵琶湖が ｢酸欠｣貝類生息に影響 県 湖沼会議閉会､川那部浩哉企画委員長

立琵琶湖博物館芳賀裕樹学芸技師 らが の話

調査 18 びわ湖男女駅伝大会､琵琶湖博物館を 産経新聞

琵琶湖のメダカ､水田伝い ｢新天地｣ スター ト

県立琵琶湖博物館学芸員 ら ｢魚の会｣ 18 湖沼会議閉幕､川那部浩哉企画委員長 朝EP新聞

が調査 の話

湖沼会議､｢琵琶湖セッション｣コーディネーター嘉田由紀子京都精華大教授の話 19環境保全を訴えるオオナマズの人形劇lヾ∃ 王王､ 京都新聞

14 ノヽ R P湖沼会議､琵琶湖セッションの討論､土田由紀子一都精華大教授が進′一役 読売新聞 19が県立琵巴湖博物館で開催びわ湖男女駅伝大会､琵琶湖博物館を 朝日新聞

14暴 只 R T丁ヘチマどう使うの ?小学生外国人にアンケー ト 県立琵牙湖博物館の^画 朝日新聞 19 スタートびわ湖男女駅伝大会､琵琶湖博物館を 中日新聞

15 ノ､ 巴 iE｢かがやき未来塾｣県立琵琶湖博物館川那部浩哉館長が膳所小で講演 産経新聞 20 スター ト近畿ブロックの9知事が県立琵琶湖博 産経新聞

1515 ロ ⊂コ ロ湖沼会議､漁師ら外来魚被害切々と 朝日新聞京都新聞 2121物館を視察湖沼会議を記念 し琵琶湖百科と環境読 中日新聞読売新聞

委員長で琵琶湖博物館川那部浩哉館長 本を出版､編集は県立琵琶湖博物館嘉

の話 田由紀子研究顧問らでつくる編集委員会

湖沼会議 ｢議員セッション｣県立琵琶湖博物館で開催 湖沼会議企画推進委員会､委員長-川- ､-｣一 jPJl

15湖沼会議 ｢議員セッション｣県立琵琶湖博物館で開催 中日新聞 21那部浩哉只都大子名誉教授外来種各国で影響拡大 琵琶湖博物館 読売新聞

15湖沼会議､湖代湖の訴え 琵琶湖博物館館長川那部浩哉博士の話 読売新聞 23 中井克樹主任学芸員の話近畿ブロックの 9知事が県立琵琶湖博 中日新聞

1616161616161717 ⊂I ロ水質の浄化の小さな天才 県立琵琶湖博物館楠岡泰主任学芸員が調査､湖沼会議で発表国立自然科学歴史博物館F.ピサニ学芸員は琵琶湖博物館学芸員 らとともに湖岸進化の共同研究をしている湖沼会議の分科会 琵琶湖博物館中井克樹主任学芸員の話｢琵琶湖宣言2001｣ に向けて起草会が会合 部会長-県立琵琶湖博物館川那部浩哉館長湖沼会議の分科会 琵琶湖博物館中井克樹主任学芸員の話びわ湖男女駅伝大会､琵琶湖博物館をスタ-ト湖沼会議閉幕 企画委員長で県立琵琶湖博物館川那部浩哉館長の話湖沼会議閉幕 企画委員長で県立琵琶湖博物館川那部浩哉館長の話湖沼会議閉幕 県立琵琶湖博物館中井克樹主任学芸員の話 毎日新聞毎日新聞朝日新聞朝日新聞京都新聞読売新聞産経新聞毎日新聞 23232425272829物館を見学近畿ブロックの9知事が県立琵琶湖博物館を見学湖沼会議を記念 し ｢知 ってますかこの湖を-びわ湖を語る50章｣を刊行､県立琵琶湖博物館の学芸員 らが研究データなどを紹介湖沼会議､趣旨 川那部浩哉企画委員長の話ドングリ使い工作 県立琵琶湖博物館休験学習湖沼会議閉幕､川那部浩哉企画委員長の話県の姉妹都市､中国 .湖南省代表団が県立琵琶湖博物館を見学命をはぐくんだ琵琶湖 県立琵琶湖博物館川那部浩哉館長の話 京都新聞産経新聞読売新聞読売新聞読売新聞中日新聞京都新聞

12 13 滋賀プラス1 琵琶湖博物館の催 し物案内 各紙折り込み､各戸配布
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12 46779llll121314172124262628282830 外来魚 7年で27種､持ち込み危険 県 京都新聞毎日新聞読売新聞京都新聞中日新聞中日新聞中日新聞産経新聞京都新聞京都新聞読売新聞朝日新聞毎日新聞産経新聞朝日新聞朝日新聞読売新聞朝日新聞京都新聞 1 71317181823242627272728282929303030 干支にちなんだ ｢馬魚｣ ワタカ 県立 中日新聞京都新聞京都新聞京都新聞京都新聞朝日新聞京都新聞京都新聞中日新聞京都新聞京都新聞中日新聞中日新聞朝日新聞朝日新聞読売新聞読売新聞京都新聞

立琵琶湖博物館中井克樹主任学芸員の 琵琶湖博物館で展示

請 流域委員会に昨年 2月琵琶湖部会設置

NGOや住民グル｢プが湖沼会議 シン (川那部浩哉会長)

ポ報告会を県立琵琶湖博物館で開催 参議院環境委員会が琵琶湖博物館を見

市民やNGOが ｢湖沼会議まとめ会議｣ 学

を県立琵琶湖博物館で開催 ｢外来魚問題を考えるシンポジウム｣
湖沼会議､企画委員長で琵琶湖博物館 琵琶湖博物館ホールで開催

川那部浩哉館長の会議の総括 ｢外来魚問題を考えるシンポジウム｣
住民や環境､業界団体が湖沼会議まと 琵琶湖博物館中井克樹主任学芸員が基

め会議を県立琵琶湖博物館で開催 調講演

水環境科学館は県立琵琶湖博物館の開 琵琶湖博物館民俗資料展 ｢米をつ くる

館に伴い入館者が落ち込む､人気復活 道具-香 .夏編-｣開催

へ体験型に改修 ｢湖西里山 ミュージアム構想検討会｣

湖沼会議が残 したもの 県立琵琶湖博 嘉田由紀子京都大学教授が出席

物館嘉田由紀子研究顧問の話 近江米の歴史つぶさに ｢米をつくる道具-

愛知県林業センターの研究員が県立琵 香 .夏編-｣県立琵琶湖博物館で開催

琶湖博物館を訪ね､ カワウ繁殖の防止 ｢見えない苦労分かった｣県立琵琶湖

策を検討 博物館で民俗収蔵庫の見学会

琵琶湖宣言2001｣琵琶湖博物館川那部 ｢外来魚問題を考えるシンポジウム｣
浩哉館長が公開で文案を練る 琵琶湖博物館で開催

水辺 ぐらしの環境学-琵琶湖と世界の ｢外来魚問題を考えるシンポジウム｣
湖から 京都精華大学嘉田由紀子教授 琵琶湖博物館中井克樹主任学芸員の話

普 ｢外来魚問題を考えるシンポジウム｣

学習船 ｢うみのこ｣琵琶湖博物館など 琵琶湖博物館で開催

の研究成果を生か した学習プログラム ｢外来魚問題を考えるシンポジウム｣
の作成を提案 琵琶湖博物館中井克樹主任学芸員が基

｢知ってますかこの湖をびわ湖を語 る 調講演

50章｣が発行､県立琵琶湖博物館嘉田 魚の会など主催の ｢外来魚問題を考え

由紀子研究顧問ら6人で編集 るシンポジウム｣琵琶湖博物館で開催

カワウ絶滅の危機か ら一転増加 琵琶 ｢外来魚問題を考えるシンポジウム｣
湖博物館亀田佳代子学芸技師の話 琵琶湖博物館中井克樹主任学芸員が基

外来魚テーマにシンポジウム 琵琶湖 調講演

博物館ホールで開催 外来魚問題に取 り組む市民団体三団体

琵琶湖の生態系守ろう､県生態系研究 は県立琵琶湖博物館でシンポジウムを

会会合があり､委員に琵琶湖博物館中 開催

井克樹主任学芸員 シンポジウムで琵琶湖博物館中井克樹

川辺川ダム ｢生存権｣漁業権の収用に 主任学芸員が基調講演

反対 琵琶湖博物館嘉田由紀子研究顧 地球温暖化防止について考える研修会

問の話｢琵琶湖宣言2001｣県立琵琶湖博物館 が県立琵琶湖博物館で開催

2 448121415 シンポジウム ｢琵琶湖の湖底は今｣琵 産経新聞毎日新聞京都新聞読売新聞朝日新聞読売新聞

川那部浩哉館長を中心に原稿作 りを進 琶湖博物館中井克樹主任学芸員がバネ

めた リス トに

湖沼会議から1ケ月後､県立琵琶湖博 シンポジウム ｢琵琶湖の湖底は今｣琵

物館で会議 琶湖博物館中井克樹主任学芸員の話

トンネル水槽 ピカビカに 琵琶湖博物 ｢琵琶湖博物館｣地域への役割を分析

館で水族展示室の清掃を行う 1冊にまとめ出版関西水フォーラム パネ リス ト県立琵

1 147 水辺が水際に変わった 県立琵琶湖博 毎日新聞京都新聞京都新聞

物館川那部浩哉館長の話 琶湖博物館川那部浩哉館長

琵琶湖の富栄養化､全山森林伐採 も原 琵琶湖博物館の経済 .文化 .社会的効

因 県立琵琶湖博物館などが調査 巣は?立命大 .村山教授ら検証

｢うおの会｣魚の環境刻々と変化 県 琵琶湖博物館体験学習､親子でわら細
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2 222325 琵琶湖博物館の生活史コ-チ-になつ 京都新聞読売新聞産経新聞 3 1721212222243131 子ども水フォーラム開催を 嘉田由紀 中日新聞朝日新聞中日新聞京都新聞読売新聞京都新聞京都新聞産経新聞

かしいものを見出せる 千 .水と文化研究会長らをコ-デイネ-

関西水フォーラム パネルデイスカツ 夕一に円卓会議

シヨン 県立琵琶湖博物館川那郡浩哉 どう猛カミツキガメ 琵琶湖博物館矢

館長 野晋吾学芸技師が捕獲

県の水質保全施策の中の琵琶湖博物館 消えた田園のハ ンノキ懐か しんで 湖

の開設 北原風景写真展 撮影者は内藤又一郎さん

3 3333 琵琶湖博物館にビデオソフトとTV 毎日新聞京都新聞朝日新聞中日新聞

息子の意志継ぎ両親が寄贈 プレシンポ参加の150人琵琶湖博物館を

琵琶湖を愛した息子の意志を生か した 視察

い 琵琶湖博物館にビデオ送る 関西水フォーラム 川に向かった街づ

息子の意志を生か し展示機器 琵琶湖 くり 琵琶湖博物館川那部浩哉館長が

博物館に寄贈 岸辺の生き物減少問題などを4人のパ

琵琶湖博物館へ両親がビデオ作り寄贈 ネリストたちとディスカッション

4589 外来魚捕獲に乗 り出す 琵琶湖博物館 京都新聞朝日新聞産経新聞京都新聞 春の滋賀観光特集 施設紹介 湖中心に

秋山廉光専門学芸員 生態究明 琵琶湖博物館

子供達殺到､博物館困った 滋賀県立 あぜにハンノキ懐か しい風景 高月､

琵琶湖博物館布谷知夫事業部長の話 内藤又一郎さん写真で紹介

ハンノキのある湖北の田園風景 高月 県立琵琶湖博物館 かかわり身近 ｢滋

-68-



4 雑誌等掲載記録

月 記 事 テ ー マ 掲載雑誌名等 月 記 事 テ ー マ 掲載雑誌名等

4 琵琶湖博物館4.5月の催 し びいめ～る VOL.19たか と き川 VOL.1910耳寄情報 ｢琵琶湖博物館｣ どうぶつと動物園

物 ｢湖と人｣をテーマにした体 CALACOmama
岩盤の硬さについて ｢滋賀県 験型博物館 118号

立琵琶湖博物館｣ (香) PTのための知 つ得情報 ｢至己 ㈱滋賀県理学療法士会

アミューズメントスポットリ 春ぴあ (関西版)発見 !オモシロホームページ VOL18 琶湖博物館｣ ニュースNo.108

ス ト ｢滋賀県立茸琶湖博物館｣ 琵琶湖博物館10.11月の催 し びいめ～る VOL22

ミュージアム ｢琵琶湖博物館インターネット展示室｣ 物

ll水辺の生き物や植物となかよくなろう 琵琶湖博物館 暮 らしの便利帳11月号VOL.1355 イベントの紹介 ｢県立琵琶湖 近江歴史街道倶楽部

博物館｣ 癒すならココ !滋賀県立琵琶湖博物館 BⅠGtomorrow文垂春秋

6 琵琶湖博物館 6.7月の催 し びいめ～る VOL.20NATIONALGEOGRAPHICWorld6月号

物 日本最古のナマズの標本が滋

イベント情報 ｢滋賀県立琵琶湖博物館｣ 賀県立琵琶湖博物館に展示12アミユ-ズメントスポットリ 冬季限定ぴあ (関西版)

潮風 ドライブニュース ｢滋賀県立琵琶湖博物館｣ KANSAⅠ1週間 ス ト ｢滋賀県立琵琶湖博物館｣

1 JR近 くて､いい旅 電車&ウオーク ｢わくわく楽 しい動 JR西 日本パ ンフ レット (冬)三洋化成ニュース Na417 GO!GO!DRⅠVE&DATE KansaiWalkerJR東海 夏の旅 7-

｢滋賀県立琵琶湖博物館｣ 物園 .水族館｣
自然豊かな湖周辺で歴史浪漫 ｢地球丸ごと博物館｣を目指

を満喫 ｢琵琶湖博物館｣ 9月 して 滋賀県立琵琶湖博物館 0KansaiWalker滋賀プラス1特別号滋賀プラス1特別号NEEDS滋賀のしおり 2002

探訪スポット ｢県立琵琶湖博 Urbannetwork 川那部浩哉館長

物館｣ No.1387 オススメ食遊スポット 滋賀

JR近 くて､いい旅 電車& JR西 日本パ ンフ レツ 県立琵琶湖博物館

ウオーク ｢わくわく楽 しい動 卜 (夏)このゆびとまれ おでかけスポット 琵琶湖博

物園 .水族館｣ 物館

イベント情報 ｢県立琵琶湖博 1000種の水生生物 と150種の

物館｣ Vo1.7 野鳥の生息地 (写真提供)

川の中で魚をとり研究の最先 暮 らしの風 VOL43わくわく情報誌遊び.体験 8号 滋賀県立琵琶湖博物館 1.

端に触れる 2.3月の催 し物

催 し案内 ｢琵琶湖博物館｣ 表紙 (写真提供)

アミューズメントスポットリ 夏ぴあ (関西版)琵琶湖まつ り委員会パ 探討人類興湖泊的互動琵琶湖 アジアエコー1月号AMBUSⅠNESSAMBUSⅠNESS

ス ト ｢滋賀県立琵琶湖博物館｣ 博物館

琵琶湖を学べる施設 滋賀県 ｢選ばれるミュージアム｣学

立琵琶湖博物館 ンフレット 芸員の立場から 楠岡泰主任

湖国でゆっくり夏休み 旅亭 紅葉パンフレット 学芸員

お車で観光スポット目安タイ 旅亭 紅葉パンフレット ｢選ばれるミュージアム｣クロー

ムマップ ズアップ事例 琵琶湖博物館

9 この夏水族館に行こう !｢至喜JAF.MATE8.9PORTALPORTALJR西 日本パ ンフ レット (秩)じゆげむ VOL44 2 子づれであそば !!琵琶湖博 読売京都ライフ2ローム (樵)自治体の仲間

琶湖博物館｣ 物館

消えゆく水辺の魚たち (写真 びわ湖毎日マラソン 琵琶湖

提供) 博物館紹介

童重な魚たちに逢いに行こう!! 今この仕事に誇 りと働きがい

滋賀県立琵琶湖博物館 を 滋賀県琵琶湖博物館主任 VOL339

JR近 くて､いい旅 電車&ウオーク ｢わくわく楽 しい動 学芸員松田征也3 滋賀県立琵琶湖博物館 3月 全科協ニュース

物園 .水族館｣ 4月の特別展 VOL32
じゆげむインフォメ-シヨン ｢総合学習｣に対するレジャー. 月刊 レジャー産業資料

県立琵琶湖博物館 企画展紹 文化施設の取 り組み 滋賀県 Nn426関西の建築物探険 教介 立琵琶湖博物館訪ねてみたい建築物ガイ ド現10湖国文化情報 琵琶湖博物館 れいかる<夏号>
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5 テレビ放映 ･ラジオ放送記録

4 22 イカロスの翼 琵琶湖には何種類 くらいの魚がいるのか ? 関西テレビ

28 エコロジー最前線 シンポジウムを終えての感想は?

29 さわやか自然百景～春の琵琶湖～ フナの産卵､見分け方など NHK

5 4 ぴ-かんテレビ 元気がいいね ! 米原～京都サイコロ電卓の旅 東海テレビ

15 Voice ｢鉱物 .化石展｣について 毎日放送

22 ニュースパ-ク関西 ｢鉱物 .化石展｣について NHK

26 週刊 Lが ｢鉱物 .化石展｣について びわ湖放送

30 ぶるるるぶびわこ (デイリー情報 ｢県立琵琶湖博物館 6月のイベン びわ湖放送

Lが) 卜｣のお知 らせ

31 みんなでムーブメント ｢鉱物 .化石展｣について KBS京都ラジオ

31 ごめんやす馬場章夫です ｢なまず｣について 毎日放送ラジオ

6 1.8.1522.29 ぶるるるぶびわこ (暮 らしの便利帖) びわ湖放送

2 につぽん美味礼賛 琵琶湖 .ふなず し～究極のスローロー ド.-- NHK

3 おーいにつぽん 今日はとことん滋賀県 おもしろ博物館 NHK

4 おはよう朝日です なまず料理の紹介 朝日放送

ll めざましテレビ ブラックバス天井の紹介 関西テレビ

16-30 東西南北 旅 倶楽部 琵琶湖周辺で遊べるスポット CATV

27 ぶるるるぶびわこ (デイリー情報 ｢県立琵琶湖博物館 7月のイベン びわ湖放送

Lが) 卜｣のお知 らせ

7 3 おはよう関西 NHK

25 ぶるるるぶびわこ (デイリー情報 ｢県立琵琶湖博物館 8月のイベン びわ湖放送

Lが) ト｣のお知 らせ

8 9 ケーブルニュース 企画展 ｢捻｣ OCCN

27 とっておき関西 おひるまえ 各府県の施設紹介 NHK

9 2 環境特番 バス釣りブームの問題点 .解決策は? 長野放送

19.26 ぶるるるぶびわこ (デイリー情報 ｢県立琵琶湖博物館10月のイベン びわ湖放送

Lが) ト｣のお知 らせ

10 美 しき日本 NHK

ラジオ深夜便 ｢琵琶湖の魚類｣｢琵琶湖 と人間の関わり｣について NHK

3 笑福亭晃瓶のはつかはかラジオ 琵琶湖のおいたちについて KBS京都 ラジオ

24.31 ぶるるるぶびわこ (デイ リー情報 ｢県立琵琶湖博物館11月のイベン びわ湖放送

Lが) 卜｣のお知 らせ
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+

ll 27 週刊まるごと滋賀 ｢中世探検隊｣｢はしかけ｣ について びわ湖放送

21.28 ぶるるるぶびわこ (デイリー情報 ｢県立琵琶湖博物館12月のイベン びわ湖放送

Lが) ト｣のお知 らせ

12 20 撮れたて !かわら版 ギャラリー展 ｢写真のナゾとき大作戦｣紹介 SCN

24 笑福亭晃瓶のはつかはかラジオ 琵琶湖の水質の環境と私達の暮らしについて KBS京都ラジオ

25 ニュースパーク関西 中国からの研修生の紹介 NHK

28 神尾米の旅の科学 ｢淡水湖｣｢丸子船｣｢埋没林｣に スカイパーフェク トTVサイエン

ついて スチャンネル

30 笑顔がいちばん 琵琶湖博物館の紹介 毎日放送

1 ガラスの地球を救えスペシャル 水族展示の紹介 ABC放送

12 ニュースパーク関西 体験学習の日 ｢化石に親 しもう｣紹介 NHK

18 ワイ ドABCDE.-す なれ鱈に利用される魚頬の紹介 朝日放送

2 21 いくよ .くるよのお じやまSHⅠG 博物館で展示 している魚はどこか びわ湖放送

ÀS ら来るの?
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Ⅲ 組 織 お よ び運 営

1 組 織

○滋賀県立琵琶湖博物館

琵琶湖博物館協議会

総 務 部

総 務 課

庶務予算経理
管理運営の総括
施設の維持管理

企 画調 整 課

運営計画
総合調整
博物館の広報
博物館協議会

事 業 部 研 究 部

湖沼研究系 (湖沼環境の
現代的な成り立ちに係わ
る研究調査)
集水域研究系 (湖沼の集
水域環境の現在的な成 り
立ちに係る研究調査)
応用地域研究系 (湖沼環
境および集水域環境の解
明を踏まえて行 う応用研
究調査)
博物館学研究系 (博物館
学に係る研究調査)

展 示 科

常設展示､企画展示､
屋外展示
水族の飼育
保護増殖
展示交流員の研修
展示関連印刷物

資 料 科

博物館資料 (映像､
図書文献を除く)の
収集､整理､保管､
利用
博物館資料の借用､
貸出

博物館資料の評価

職員構成 (2001年4月1日現在)

交流 セ ンター

観察会､見学会その
他の交流活動
利用者の受入れ､ネッ
トワークづくり

情報 セ ンター

情報システムの整備､
運用
映像､図書 ･文献の
収集､整理､保管､
利用等
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2 職 員

○ 館 長

○ 副 館 長

総 務 部

○ 部 長

◇総務課

課長 (莱)

課長補佐

主 幹

主 幹

主任主事

同

主 事

事 業 部

○ 部長 (莱)

◇展示科

科長 (兼)

(兼)

(莱)

(栄)

(莱)

(莱)

(兼)
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川那部 浩 哉

重 野 良 寛

西 村 義 隆

西 村 義 隆

白 川 重 義

小 森 啓 二

西 洋 崇

西 村 佳 子

谷 口 ゆかり

中 山 将 人

布 谷 知 夫

用 田 政 晴

中 川 元 男

井戸本 純 一

戸 田 孝

山 川 千代美

宮 本 真 二

橋 本 道 範

2001年 4月1日現在

◇企画調整課

課長 (莱) 高 橋 啓 一

課長補佐 藤 川 剛

(兼) 八 尋 克 郎

(莱) 里 口 保 文

(莱) 橋 本 道 範

(兼) 亀 田 佳代子

◇交流センター

科長心得 (兼)棉

主査 (併任) 森

主任主事(併任)中

(莱) 内

(兼) 長

(莱) 草

(兼) 桑

(莱) 牧

(莱) 牧

岡 泰

田 光 治

川 修

藤 又一郎

崎 泰 則

加 伸 吾

原 雅 之

野 久 実

野 厚 史

(兼) 芳 賀 裕 樹



◇ 資料科

科長 (栄)

(莱)

(兼)

(莱)

研 究 部

○部長 (栄)

◇ 湖沼研究系

総括学芸員

専門学芸員

◎主任学芸員

同

同

同

同

学 芸 員

同

同

学 芸 技 師

同

◇ 博物館学研究系

◎総括学芸員

専門学芸員

同

学 芸 技 師

(兼)

(莱)
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マークジョセフグライガー

八 尋 克 郎

中 藤 容 子

桝 永 一 宏

中 島 経 夫

中 島 経 夫

アンドリューロシター

楠 岡 泰

中 井 克 樹

戸 田 孝

松 田 征 也

牧 野 久 美

芦 谷 美奈子

里 口 保 文

中 藤 容 子

芳 賀 裕 樹

亀 田 佳代子

布 谷 知 夫

秋 山 虞 光

マークジョセフグライガ一

橋 本 道 範

森 田 光 治

中 川 修

◇ 情報センター

科長心得(莱) 秋 山 廉 光

(莱) 中 井 克 樹

(兼) 芦 谷 美奈子

(栄) 里 口 保 文

(兼) 大 塚 泰 介

(兼) 前 畑 政 善

(莱) アンドリューロシター

◇ 集水域研究系

◎専門学芸員 高 橋 啓 一

主任学芸員 草 加 伸 吾

同 八 尋 克 郎

同 牧 野 厚 史

同 山 川 千代美

学 芸 員 桝 永 一 宏

学 芸 技 師 矢 野 晋 吾

同 大 塚 泰 介

◇応用地域研究系

専門員 (兼) 内 藤 又一郎

◎専門学芸員 前 畑 政 善

同 用 田 政 晴

主任主査 (莱)中 川 元 男

主 査 井戸本 純 一

同(兼) 長 崎 泰 則

主任学芸員 桑 原 雅 之

学 芸 員 宮 本 真 二

注)◎は各研究系代表



臨時的任用職員 ･嘱託員

嘉 田 由紀子 研究顧問

藤 原 史 代 総務事務

森 本 優 子 同

小 菅 由有子 館長秘書

宮 田 輝 美 同

山 口 幸 江

国 分 政 子

桑 垣 瑞

滝 暁 洋

勝 島 治 美

山 中 裕 子 ディスカバリールーム運営 吉 村 仙二郎

松 尾 知 同 天 野 好 美

大 揮 勉 展示物の製作･維持補修(H13.5-) 中 西 美智子

野 間 絵美子 地学模本整理
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昆虫標本整理

歴史民俗資料整理

植物標本整理

実習補助 ･団体利用受付

屋外展示運営

生活実験工房運営

メディアラボ印刷･業務機器保守管理

図書情報利用室運営･図書資料整理



3 予 算

平成13年 (2001年)度歳入状況 (円)

科 目 決 算 森

使 用 料 及 び 手 数 料 185,962,515

財 産 収 入 2,613,350

雑 入 128,139

合 計 188,704,004

平成13年 (2001年)度歳出状況

事 業 __ 名 =_=事;: 業 内 容 決 算 額

管 理 運 営 費 施設維持費､鳥丸半島整備､事務費 348,799,631

調査資料収集事業費 研究費､研究備品､資料収集製作､資料整理保管､ 256,273,131
水族飼育

展 示 事 業 費 企画展示､常設展示､展示維持管理､展示用印刷物 193,726,868

情 報 交 流 事 業 費 情報システム管理､データ入力､図書整備､交流事 85,576,775
業開催､フィール ドレポーター

合 計 884,376,405
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4 滋賀県立琵琶湖博物館協議会

開催 日時 2002年 2月28日 (木) 14:00-16:00

場 所 琵琶湖博物館セミナ一室

第 2期委員 (任期 :2000年 9月 1日～2002年 8月31日)

≡≡妻妾.㌻華 名 ===.≡≡泰¥ 区 分 ≡ 現 職 (2002年 4月現在)

中 西 洪 之 学校教育 (前)守山市立遠野小学校 校長

南 出 義一 郎 学校教育 野洲町立野洲北中学校 校長

木 蓮 美 社会教育 (前)ガールスカウト日本連盟滋賀県支部 支部長

東 洋 子 社会教育 滋賀県商工会女性部連合会 会長

荻 野 和 彦 学 識 者 滋賀県立大学環境科学部 教授

西 野 嘉 章 学 識 者 東京大学総合研究博物館 教授

内 田 紘 臣 学 識 者 串本海中公園センター 館長

染 川 香 澄 学 識 者 - ンズ .オン.プランニング代表

上 林 彰 学 識 者 (前)びわ湖放送報道制作局 局長

日 高 敏 隆 学 識 者 総合地球環境学研究所 所長

西 野 麻知子 学 識 者 滋賀県立琵琶湖研究所 総括研究員

岡 本 幸 助 学 識 者 滋賀県脊髄損傷協会 会長

古 田 研 二 学 識 者 草津市長

冨 田 裕 作 学 識 者 公募委員

福 田 郁 理 学 識 者 公募委員
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Ⅳ 博 物 館 利 用 の ご 案 内

●開館時間 AM9:30-PM5:00(入館はPM4:30まで)

■休 館 日 毎週月曜日 (休日である場合を除く) ･休日の翌日 (土 ･日曜となる場合を除く)

･年末年始 (12月28日～1月3日)

■観覧料金 (常設展)

個 人 団体 (20人以上) 共通券 (*)

小 学 生 . 中 学 生 250円 200円 320円

高 校 生 . 大 学 生 400円 320円 520円

※未就学児､県内居住の65歳以上の方と障害のある方ならびに県内の学校行事としての観覧は無料です｡

(詳細についてはご確認ください｡)

※企画展は別途料金となります｡(開催期間中)

*草津市立水生植物公園 ｢みずの森｣との共通券｡なお､団体は取り扱いません｡

■交通案内

●JR新幹線 ｢京都駅｣｢米原駅｣からJR琵琶湖線 (東海道)線

に乗り換え ｢草津駅｣｢守山駅｣で下車｡

･｢草津駅西口｣から､近江鉄道バス ｢烏丸半島｣行きで ｢琵琶

湖博物館前｣下車 (約22分)｡タクシーで約20分｡

･｢守山駅西口｣からタクシーで約20分｡

●車では､名神高速道路 ｢栗東Ⅰ.C｣から国道 1号線を草津方面

へ｡信号 2つ目 ｢上鈎｣で右折｡湖岸道路につき当た って

(｢湖岸志那中町｣)再度右折 し､約 1kmで ｢烏丸半島｣へ｡

●航路では､琵琶湖汽船のシャトルボー トが ｢大津港｣｢びわこ

大橋港｣｢堅田港｣｢雄琴温泉港｣から ｢草津烏丸半島港｣へ

(問い合わせ先 :琵琶湖汽船 077-524-5000)

■駐車料金

大 型 バ ス 1,600円 マイクロバス 1,050円

*博物館観覧者が使用する普通車と二輪車は無料扱いとなります｡

【館内でのご案内】

質問コーナー :学芸職員が図書室のカウンターでみなさんからのご質問にお答えしています｡

フロアー トーク :平日には学芸職員がPM2:00から担当の展示コーナーで説明を行っています｡

【催 し 物 案 内】

ミュージアム観察会 :博物館のまわりで自然観察 したり､館内の施設で実験 ･実習を行います｡

フィール ド観察会 :県内各地のフィールドで地域の自然や人々のくらしを見っめ直します0

博物館探検 :普段は見ることのできない博物館や展示室の裏側を学芸職員が紹介します｡

博物館講座 :一般の方を対象に専門的な内容をわかりやすく数回連続でお話 しします｡

(事前に往復ハガキで申し込んでください｡詳しくは､Faxサービス (077-568-4844)､

インターネットホームページ (http://www.lbm.go.jp/)で案内しています｡)
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